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ニ
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象
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.

一
、「

社
会
主
義
経
済
学」

の
転
換

一
九
五
三
年
に
ス
タ
ー
リ
シ
が
众
く
な
り
、

一
九
五
六
年
の
第
二
〇
回
党
大
会
に
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
る
や
、
そ
の
影
響
は 

折
し
% ;
曲
り
角
に
来
て
い
た
ソ
ビ
エ
ト
，経
済
に
お
い
て
様
々
の
形
を
と
っ
.て
.あ
ら
わ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
立
ち
替
っ
て
政
権
に
つ 

い
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
下
^-
.、’
政
策
立
案
に
当
っ
て
新
し
い
方
向
が
栉
ち
出
さ
れ
る
に
至
る
。

周
知
の
如
く
農
業
部
門
に
お
い
て
は
、
第
一
一
〇
回
大
会
前
後
か
ら
極
め
セ
重
要
な
意
味
を
も
つ
一
連
の
改
革
が
行
わ
れ
た
。
中
央
集
権
的
管
理 

方
式
か
ら
コ
ル
ホ
ー
ズ
企
業
の
自
主
性
拡
大
強
化
と
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
物
質
的
関
心
重
視
を
基
本
的
な
方
向
と
す
る
、
'農
産
物
調
達
方
式(

商 

品
生
産
物
指
標
の
み
を
義
務
的
計
画
課
題
と
し
、
調
達
価
格
を
引
上
げ
る)

、

農
業
企
業
経
営
方
式(

国
営
企
業
エ
ム
•

テ
ィー

.
工
ス
の
技
術
修
理
ス
テ
ー
シ 

ョ
ン
へ
の
改
組
と
大
農
機
具
の
コ
ル
'ホ
ー
ズ
へ
の
売
却•

•

コ
ル
ホ
I
ズ
所
有
へ
の
転
化)

の
改
苹
は
、

工
業
部
門
の
管
理
機
構
の
改
組——

中
央
集
権
的 

管
理
方
式
の
改
変
と
地
方
分
権
化
の
方
向——

に
ょ
る
企
業
の
自
主
性
の
強
化•

独
立
採
算
制
の
強
化•

物
質
的
関
心
重
視
の
賃
金
改
革
と
対
応 

し
て
、

ス
タ
ー
リ
ン
が
予
想
し
て
い
た
、
社
会
主
義
経
済
の
発
展
^

>

共
産
主
義
へ
の
移
行
の
条
件
^

^
社
会
的
■生
產
力
の
増
大
が
単
.一
所
有
制 

へ
の
方
向
づ
け(

集
団
的
企
業
の
揚
棄)

を
強
め
、
従

o'
て
価
値
法
則
の
作
用
が
制
限
さ
れ
て
ゆ
き
、
生
産
物
交
換
、
直
接
労
働
時
間
に
ょ
る
生
産 

と
分
配
の
体
系
に
お
き
か
え
ら
れ
て
ゆ
く
過
程——

、
と
は
事
実
上
合
致
し
だ
い
事
態
、
或
い
は
政
策
立
案
の
方
向
が
実
現
さ
れ
た
わ
け
で
あ

更
に
第
二
〇
回
大
会
路
線
の
継
承
と
し
て
、
第
一
一
二
回
大
会
を
経
て
企
業
の
自
主
性
の
強
化•

物
質
的
関
心
重
視
•
企
業
活
動
の
指
標
と
し
て 

の

「

利
潤」

重
視
な
ど
の
方
向
が
■
本
的
に
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
ブ
レ
ジ
ネ
フ
I

コ
ス
イ
ギ
ン
の
下
に
、

一
九
六
五
年
九
月
の
中
央
委
員
会
総 

会
で
新
経
済
運
営
方
式
の
移
行
が
決
定
ざ
れ
た
。

一
九
六
六
■年
三
月
の
第
二
三
回
大
会
で
は
、「

経
済
活
動
の
全
体
系
を
質
的
に
新
し
い
段
階
に 

引
き
上
げ
る
可
能
性」

を
も
た
ら
す
、

こ
の
新
経
済
政
策
が「

五
ケ
年
計
画
.

(

一
九
六
六〜

七
〇
年)

遂
行
の
決
定
的
条
件」

と
し
て
コ
ス
イ
ギ
ン

首
相
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
た
。

一
九
六
ニ
年
九
月
、
リ
ー
ベ
ル
マ
ン
論
文
を
契
機
と
し
た
論
争
を
ふ
ま
え
て
、

一
、
企
業
の
計
画
指
標
体
系
に
利 

潤
指
#-
を
4
心
と
し
、
企
業
の
経
営
上
の
自
主
性
を
強
化
す
る
。.
ニ
、
物
質
的
関
心
利
用
の
基
本
方
向
の
下
に
企
業
利
潤
の
中
か
ら
企
業
留
保
分 

を
増
し
、
利
潤
を
企
業
活
動
の
.中
心
的
て
こ

•
経
済
的
刺
激
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の
中
心
と
す
る
。
三
、
資
材
、

機
械
供
給
の
わ
り
あ
て
制
を
企
業
間 

直
接
契
約
制
度
を
結
合
し
た
卸
売
商
業
へ
移
行
さ
せ
る
よ
う
な
、
企
業
間
関
係
に
.お
け
る
自
主
的
強
化
の
方
向
で
国
民
経
済
全
体
の
運
営
方
式
の 

改
革
1
す
，る
。「

そ
の
本
質
に
お
い
て
深
刻
な
経
済
改
革J 

(

M 

‘サ
コ
フ)

で
あ
る
と
さ
え
言
わ
れ
る
に
至
っ
た
、「

規
模
の
巨
大
七
、
経
済
1|
^
の 

複
雑
化
、
科
学
的
技
術
進
歩
の
急
速
化
に
対
応
す
る
1_(

A
.
N.
コ
ス
ィ
ギ
ン)

と
い
う
、
こ
の
よ
う
な
経
済
変
革
は
何
を
い
み
す
る
か
。

■

I

総
生
産
高
指
標
に
対
し
て
生
産
物
販
売
高
指
標
を
取
上
げ
る
こ
と
で
、
生
産
高
を
か
斯
ル
か
小
か
务

^

-

-

-

-

-社
会
的
需
要
の
1 :

'

あ
：^

め
| ^

'

• 

I

と
の
IM
I,
で
と
ら
え
る
。
 

•

n
.

生
産
効
率
を
示
す
も
の
■と
し
て
利
潤
指
標
、
.
企
業
の
生
産
フ
ォ
ン
ド
一
ルー

ブ
リ
レ
た
り
収
益
率
指
標
を
採
る
こ
と
で
、
原
価
引
下
げ
、
 

生
産
物
の
最
と
品
目
.
ロ E

質
の
綜
合
を
指
標
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。.，
フ
ォ
ン
ド
の
〃
凍
結
ヴ
を
防
ぎ
ノ
生
産
ラ
才
ン
ド
使
^-
^

バ
利
子) 

と
共
に
企
業
の
生
産
フ
ォ
ン
ド
回
転
効
率
化
に
役
立
つ
が
、
従

来

の

"
||
-:
画
化==

中
央
集
権
的
管
理
方
式
"
を
前
提
と
し
て
、
国
家
予
算
か 

ら
支
出
さ
れ
る
フ
ォ
ン
ド
提
供
シ
ス
テ
ム(

そ
の
ー
.財
源
と
し
て
の
取
引
税
制
$

の
全
面
的
改
案
で
あ
り
、

個
別
企
業
の
自
主
生
強
化
1

 

生
産
性
の
格
差
を
生
じ
う
る
"
新
た
な
"

メ
ヵ
ニ
ズ
ム
と
い
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

m

.
r技
術
導
入
、
設
備
更
新
な
ど
へ
の
企
業
の
自
主
投
資
、
不
要
設
備
の
売
却
処
分
権
お
よ
び
そ
の
売
却
金
を
自
主
投
資
し
、
そ
の
細
目
決 

定
は
企
業
に
、
そ
し
て
価
格
も
限
界
価
格
を
導
入
し
て
く
る
わ
な
る
と
、
>
"
企
業
の
自
主
性
"

の
こ
の
拡
大
の
仕
方
は
、
企
業
格
差
• 

.賃
金 

:
格
差
と
も
関
連
し
て
.、.

"
中
央
集
権
的
計
画
化
の
主
導
権
確
保
"
.

〈

計
画
経
済
の
基
本
的
要
め>

 

の
基
礎
と
ふ
れ
％
こ
と
が
な
い
か
ど
う
か
。

•

叹
労
農
政
権
に
よ
っ
て
、

' 

"社
会
化
さ
れ
た
生
産
手
段
"
.と
い
：う
、.
生
産
関
係
の
社
会
主
義
化
の
実
現
の
歡
? '
;

^
梁

、
社
会
的
生
産 

カ
の
発
展〈

経
済
的
刺
激
に
よ
っ
て
生
産
効
率
を
向
上
さ
：せ
：る〉

、が
、
：||
'

» '
;
^
ね
共
產
主
義
'べ
.
の
移
行
を
実
現
し
う
る
か
。：
.

「

社
会
主
義
経
済
学」

の
対
象
と
方
法
㈡

 

一；

一；！
(

三
五
a



':
.*,
-

■■
"

.

四

(

三
五
四)

こ
の
利
潤
導
入
を
て
こ
^
す
ふ
新
経
済
政
策
が
、
1「

計
画
的
指
導
の
箱
は
«
德

諸

碁

，

経
済
的
刺
激
の
で
き
る
だ
け
.完
全
な
発
展
を
要 

求
ず
る
が
'
そ
れ
は
価
値
範
疇
の
利
用
の
基
礎
の
う
乞
で
の
み
達
成
で
，き
'るF

の
セ
'「

市
場
に
計
画
を
.た
だ
：对
置
さ
.せ
て
.
.
は
な
ら
な
い
J.(

JI
.,

 

.レ
オ
ン
チ
.
ェ
フ)
.

と
か
、
•「

社
会
主
義
生
産
の
規
制
者
は
ど
.れ
ぎ 

ー0
.

の
法
則
：で
'は
な
く
、

価
値
法
則
や
そ
め
市
場
メ
ヵ 

一|
ズ
ム
を
ふ
く
め
て
、
社 

会
主
義
.の
経
済
的
諸
法
則
の
相
互
連
関
と
相
互
作
用
に
お
け
'る
全
体
系
で
あ
を
VH.:

コ
'/>1

ク)

.と
い
う
よ
.う
な
；
〃
商
品
、
価
値
法
則
論
"
の 

上
に
立
っ
て
、：
そ
の
全
面
的
利
用
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
主
_張
す
る
背
景
に
は
、
1-
-,
ス
：タ
ー
.リ
ン
.批
判
の
一
つ
の
集
中
点
と
し
て
の
、

一
九
五
六
年
以 

後
の
価
値
法
則
論
の
展
開
が
あ
，っ
た
。

一
九
六
五
年
十
二
月
に
ソ
同
盟
科
学
ァ
力
デ
ミ
ー
附
MM

済
研
究
所
の
.社
会
^
義
政
治
経
済
学
部
門
で
開
催
し
た
拡
大
会
議
で
、
社
会
主
義
経 

済
の
下
に
お
け
る
価
値
法
則
と
価
格
形
成
原
則
の
再
検
討
を
行
う
に
至
っ
た
こ
の
論
争
に
つ
い
て
ば
.、：
か
つ
て
別
稿
で
検
討
し
た
が
、
前
稿
第
二 

章
後
半
で
ふ
れ
だ
よ
う
に
、
こ「

の
論
争
は
、
ま
さ
.に
フ
つ
ま
ず
き
の
石
|_
'

の
言
葉
そ
の
も
の
：と
し
て
、
社
■会
主
義
経
済
理
論
の
論
争
.に
と
ど
ま
ら 

ず
、
そ
の
転
回
軸
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
。
：現
存
す
る
ソ
ビH

ト
社
会
主
義
経
済
が
、
ニ
つ
の
所
有
制
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
〃
低
い
段 

階
"
で
あ
る
と
し
、.
限
定
つ
き
で
商
品
生
産
と
価
値
法
則
の
存
在
を
肯
定
す
る
こ
と
で
、
.社
会
主
義
経
：̂
に
お
.け
る
商
品
生
産
の
止
揚
と
い
う
古 

岭
.
命
題
が
本
質
的
に
適
用
し
う
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
と
し
'た

.ス
タ
ー
リ
ン
説
に
対
す
る
批
判
ば
、
ク
ロ
ン

口
ー
ド
の
全
面
的
社
会
主
義
商 

品
，説
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
ャ
ノ
フ
他
の
所
謂
折
衷
説
と
そ
れ
ぞ
れ
論
理
は
異
る
と
も
、.「

生
産
手
段
非
商
品
説」

、

r

所
有
の
ニ
形
態
起
源
説」

を 

否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
産
主
義
的
段
階
と
法
則
的
に
区
別
さ
れ
る
"
社
会
主
義
経
済
"
の
独
自
性(

こ
れ
は
元
来
ス
タ
I
リ
ン
が
所
有
の
二
形 

態
に
よ
っ
て
そ
の
差
別
性
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
が)

の
積
極
的
肯
定
办
上
に
、
そ
の
中
で
そ
の
根
拠
.を
異
に
す
る
も
、
全
面
的
に
商
品
生 

産
と
価
値
法
則
の
存
在
を
容
認
す
る
に
至
っ
た
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
共
通
胃
豸
ガ
は
か
つ
て
別
稿
で
取
上
げ
，
又
前
号
終
り
の
部 

分
に
強
調
し
た
よ
う
に
、.
商
品
生
産
と
価
値
法
則
の
基
本
的
概
念
内
容
の
移
行
な
い
し
す
り
か
え
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。
か
っ

て「

価
値
法
則」

を
〃
社
会
的
総
労
働
が
社
会
の
各
種
生
産
部
門
間
へ
比
例
的
に
配
分
さ
れ
.る
基
準
が
投
下
労
働
暈
で
あ
る
"
事
と

規
定
し
、
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
価
値
法
則
の
必
然
性
を
、
独
立
採
算
制
.の
企
業
の
下
に
お
け
る
価
値
計
算
の
必
要
性
か
ら
説
明
し
よ
う
と
し 

た
、
"
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則
"
の
理
論
が
、
商
品
生
產
ぬ
き
の
，価
値
法
則
論
と
し
て
き
び
し
く
批
判
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

又
、

同
所
で
ふ
れ
た 

よ
う
に
、「

各
商
品
の
価
値
は
、
そ
の
商
品
の
使
用
価
値
に
お
い
て
物
象
化
さ
れ
て
い
る
労
働
の
分
量
に
よ
っ
て
、
そ
の
商
品
の
生
産
の
た
め
社 

会
的
に
必
要
な
労
働
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る」

こ
と
が
"
資
本
論
に
よ
る
価
値
法
則
の
定
義
で
あ
る
"

と
し
、「

マ
ル
ク
ス
が
定
義
し
た
価
値
法 

則
は
す
な
わ
ち
価
値
決
宠
の
法
則
で
あ
り
、そ
.の
中
に
は
"
等
価
物
と
等
価
物
と
の
相
互
交
換
"
.

の
概
念
の
内
在
を
包
括
し
て
は
い
な
い」
こ
と
、
 

「

経
済
計
算
は
社
会
主
義
の
下
で
.価
値
法
則
を
運
用
す
る
基
本
的
な
方
式
の
一
つ
で
あ
る
こ
と」

，

マ
ル
ク
ス
の
れ
♦
主
義
の
生
産
物
の
定
義
に
対 

し
て
は
、「

マ
ル
ク
ス
は
社
会
主
義
に
お
け
る
.経
済
計
算
制
の
必
要
を
予
見
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
、
価
値
法
則
の
役
割
を
看
と
る
こ 

と
が
出
来
な
か
っ
た
、
と
い
う
論
理
CB

前
述)

、
.
価
値
法
則
n
価
値
規
定
論
の
.展
開
を
許
し
.う
る
点
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
論
理
は
、

一
方
で
は 

マ
ル
ク
ス
価
値
論
に
お
.け
る
価
値
法
則
の
ゆ
が
ん
.だ
理
解
に
よ
る
、
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
社
会
的
分
業
•

価
値
計
算
の
一
：般
的
必
要
性
か
ら 

商
品
生
産
を
結
果
的
に
引
出
す
展
開
と
な
り
、
他
方
で
は
コ
ゾ
ド
エ
フ
の
よ
う
に
、「

#

一
 

の
所
有
形
態
の
下
で
商
品
生
産
は
存
在
し
え
な
い
が
、
 

生
産
物
は
基
本
的
に
商
品
で
な
い
の
に
価
値
形
態
を
と
っ
て
お
：り
、
商
品
生
産
の
範
囲
よ
り
価
値
法
則
の
作
用
す
る
範
囲
の
方
が
広
い」

と
い
う 

考
え
方
、
又
商
品
生
産
は
行
わ
れ
て
い
な
い
.が
、
価
値
計
算
の
た
め
に
価
値
的
範
疇
が
使
用
さ
れ
て
い
る(

ベ
.

ソ
ー
ボ
リ
、
ィ
■

マ
ル
ィ
シ
ヱ
フ) 

と
い
う
、
商
品
生
産
か
ら
価
値
法
則
を
切
り
は
な
し
て
考
え
る
、
，非
商
品
生
産
論
と
直
接
生
産
の
，計
算
用
具
と
し
て
の
_
砠
法
則
の
結
合
と
い
う 

独
自
の
見
解
を
導
き
出
す
'
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
異
な
っ
た
諸
説
が
、
い
ず
れ
も
ス
ター

リ
ン
説
が
整
理
体
系
化
し
て
、一

一
つ
の
所
有
制
論
の 

土
に
#
品
生
！
！、
価
値
法
則
論
を
限
定
づ
，き
.で
基
礎
づ
け
る
£.
と
.で
、

」

.古
典
的
命
題
を
確
認
.
継
承
し
.よ
う
と
し
た
よ
i

視
角
を
失
い
、
社
会 

的
労
働
の
計
画
的
配
分
は
独
立
採
算
制
強
化
の
：下
で
〃
価
値
計
算
"：，.の
必
要
性
と
じ
'
:
て
厳
存
す
る
、
.又
そ
.の
よ
う
な
事
態
が
現
存
す
る
社
会
主
義 

経
済
：(

ソ
ビ
.ヱ
卜)

.

.
で
あ
る
、
：と
い
う
認
識
.に
お
い
て
一
致
しK

い
.る
。

換
言
す
れ
ば
：、：
ソ
ビ
：.エ.ト
経
済
の
論
争
者
達
は
、
討
論
の
過
程
で
、「

マ 

ル
ク
ス
価
値
論j 
■
か
ら
逸
脱
し
て
、

社
会
的
勞
働
の
計
画
的
配
分
.メ

力

一
一
ズ
A
を
：価
値
論
の
名
の
：下
に
追
っ
て
お
り
、「

資
本
主
義
の
も
と
で
と 

「

社
会
主
義
経
済
学」

の
対
象
と
方
法
㈡
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ち
が
っ
た
原
則
を
も
つJ 

(

J1
,
レ
ォ
ン
チ
ェ
フ)

と

い

っ
て
も
、
そ
の
関
連
の
十
分
な
解
明
が
え
ら
れ
な
：い
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
 

「

価
値
論」

の
古
典
的
解
釈
か
ら
の
解
放
と
、

社
会
主
義
経
済
固
有
の
の
全
面
的
肯
定

.
価
値
計
算
論
の
‘展
開
は
、
次
の
段
階
と
し
て
、
 

企
寒
の
自
主
性
強
化
ゝ
物
質
的
刺
激
重
視
方
向
の
中
で
.は
、
個
別
的
生
產
単
位
の
効
率
極
大
化
論
に
道
を
.拓
く
。

つ
づ
く
価
格
論
争
、
効
率
論 

争
、：，利
潤
論
,
は
そ
の
展
開
で
ぁ
ヴ
、
.

リ
ー
ベ
ル
マ
.ン
方
式
採
用
の
新
»
済
!1
&
策
の
実
現
鸩
そ
の
極
限
.的

状

況

を

，
あ

ら

，
わ

.し
て
.い
る
と
い
.

え

よ

A
y 
,

:

■■

'.
 

' 

.

■
. 

N

.
企
業
の
生
産
ブ
ォ
ン
ド
一
ル
ー
ブ
リ
当
り
の
収
は
$
指
標
を
と
る
と
と
で
、
原
価
引
下
げ
、
.
生
産
物
の
量
と
品
目
、

V

品
質
の
綜
合
を
指
標
に
す 

る
こ
と
が
出
来
、.
新
技
術
導
入
、
設
備
更
新
な
ど
の
自
主
投
資
、
不
要
設
備
の
売
却
処
分
権
お
よ
び
そ
の
売
却
金
の
自
己
決
定
、
自
己
投
資
、
生 

産
財
供
給
パ
I

ト
の
選
択
.な
ど
を
ふ
く
む
企
業
自
主
性
の
強
化
は
、
た
し
か
に
フ
ォ
ン
ド
凍
結
を
防
ぎ
、
各
企
業
の
労
働
生
産
性
を
一
般
的
に
高 

め
る
役
割
を
巣
し
"
市
場
機
構
と
の
間
に
弾
力
性
を
与
え
、
経
済
発
展
に
実
質
的
に
寄
与
し
た
こ
と
が
、

一
九
六
五
年
か
ら
の
実
績
に
.よ
っ
て
確 

か
め
ら
れ
て
.い
る
。
し
か
し
、
市
場
に
規
制
さ
れ
る
役
^
順
位
決
定
方
向
は
、
社
会
的
効
佣
な
る
概
念
.を
媒
介
と
し
、
所
謂
投
入
産
出
分
析
論
的 

視
角
の
決
矩
的
介
入
を
可
能
に
し
、
価
値
法
則
利
用
の
名
.の
下
に
、
生
産
関
係
視
点
が
切
り
捨
て
ら
れ
た
〃
計
画
経
済
論
"
が

「

社
会
主
義
経
済 

学」

の
実
質
的
内
容
と
な
る
可
能
性
が
、

ソ
ビ
エ
ト
、
東
欧
諸
国
の
一
部
な
ど
に
現
実
に
見
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
傾
向
に
道
を
拓
い
た
の
は
、
 

ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
発
展
の「

規
模
の
巨
大
化
、
経
済
連
関
の
複
雑
化
、
科
学
的
技
術
進
歩
の
急
速
化」

(

コ
ゾ
ドH

フ)

.，
そ
の
も
の=

対
象
の
変
化 

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
資
本
主
義
経
済
学
形
成
の
中
軸
と
し
て
措
定
さ
れ
た
商
品
生
産
と
価
値
法
則
の
理
論
の
ゆ
が
ん
だ
継
眾
に
あ
る
。
価
値
規 

定

•
価
値
計
算
論
.(

前
述
B)

を
価
値
法
則
と
呼
び
、
社
会
主
義
経
済
全
体
に
妥
当
し
、

利
用
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
商
品
生
産
成
立
の
論
理
的 

与
件
、
生
産
手
段
の
私
有
と
い
ぅ
生
産
関
係
を
捨
^̂
し
、
商
品
生
産
ぬ
き
の
"
価
値
法
則
論
"
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
結
果
、
使
用
価
値
と
価
値 

.の
対
立
物
と
し
て
生
産
物
が
商
品
と
し
て
現
わ
れ
る
条
件
は
消
滅
し
、
使
用
価
値
生
産
の
み
が
残
り
、
価
値
法
則
は
即
社
会
的
労
働
配
分
の
問
題 

か
ら
原
価
の
問
題
に
す
り
変
り
ぅ
る
。
こ
こ
で
は
生
産
手
段
の
社
会
化
'は
前
提
と
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
.い
み
じ
く
も
ス
タ
ー
リ
ン
の
〃
生
産

摄 、、- ^^1!

手
段
非
商
品
説
"
批
判
で
ク
ロ
ン
ロ
ー
ド
方
式
も
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
ャ
ノ
.フ
方
式
も
共
通
し
た
よ
う
に
、
商
品
生
産
と
切
り
は
な
さ
れ
た
〃
価
値 

法
則
"
の
右
の
よ
う
な
〃
認
識
"

の
下
に
お
い
て
は
、
；
生
産
関
係
の
捨
象
.の
故
に
、

全
人
民
的
国
有(

国
営
企
業
部
門)
で
も
、

集
団
的
所
有 

(

コ
ル
ホ
|
ズ
.企
業
部
門)

で
も
か
賢
砂
i

社
会
主
義
的
商
品
生
産
説
が
支
配
化
す
る
所
以
で
あ
り
、
こ
の
論
理
は
、
'
お 

し
つ
め
れ
ば
〃
価
値
法
則
"
は
社
会
的
労
働
配
分
の
原
則
一
般
に
還
元
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
前
稿
で
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則
の
問
題
に
つ
い
て
ふ 

れ
た
よ
う
に
ラ
ン
ゲ
を
ひ
く
ま
で
も
な
く
、

一
 

社
会
構
成
体
の
法
則
性(

第
三
分
類)

の
限
界
を
越
え
る
だ
け
で
な
く
、
生
産
手
段
の
私
的
所
有
、
 

私
的
所
有
を
前
提
と
し
た
国
家
的
所
有
、
全
人
民
的
所
有
と
集
団
的
所
有
と
い
う
よ
う
な
、
生
産
手
段
の
所
有
形
態
と
直
接
的
関
連
が
失
わ
れ
た 

"
広
義
.の
経
済
学
"
と
一
般
的
法
則
の
分
野
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
.従
っ
て
、
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
価
値
法
則
と
そ
の
利
用
と
い
う
時
、
そ
れ 

は
規
制
者
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
議
論
の
前
に
，
生
産
手
段
の
私
有
の
揚
棄
と
社
会
化
、
全
人
民
的
所
有
の
実
現
と
い
う
、
社
会
主
義
経
済
の
根 

源
的
前
提
が
実
は
消
去
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
.る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、

ソ
ビ
エ
ト
経
済
自
体
の「

規
模
の 

巨
大
化
、
経
済
迹
関
の
複
雑
化
、
科
学
的
技
術
進
歩
の
急
速
^」

へ
の
転
換
に
対
応
し
て
要
請
さ
れ
る
、
計
画
立
案
•
実
施
上
の
量
的
、
所
謂
マ 

ク
ロ
的
分
析
視
角
と
相
呼
応
し
て
、
先
の
よ
う
なr

社
会
主
義
経
済
学」

の
、『

資
本
論』

体
系
形
成
の「

狭
義
の
経
済
学」

の
展
開
と
し
て
の 

性
格
か
ら
、
生
産
関
係
捨
象
の
所
謂
"
俗
流
経
済
学
"
に
転
化
す
る
展
望
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
中
国
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
そ
の 

ァ
ン
チ
•
テー

ゼ
の
如
く
、
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
生
•産
関
係
の
社
会
主
義
的
性
格
を
根
源
的
に
追
求
し
よ
う
と
す
る「

過
渡
期
理
論」

の
立 

場
か
ら
す
る
と
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
の
所
有
の
社
会
化
は
、

権
力
の
性
格
の
変
質
に
よ
り
、
実
は
国
家
資
本
主
義
的
所
有
で
あ
り
、(

ソ
ビ
エ 

卜
は
社
会
主
義
的
で
あ
る
と
す
る)

ソ
ビ
エ
ト「

社
会
主
義
経
済
学」

の
転
回
は
修
正
主
義
的
性
格
に
堕
.し
た
も
の
、.
と
い
う
規
定
の
意
味
を
そ 

れ
な
り
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、「『

社
会
主
義
経
済
学』

と
い
う
の
は
、
一
社
会
主
義
経
済
に
'つ
い
て
の
科
学
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
社
会
主
義
的
立
場
に
立
つ
経
済
学 

の
こ
と
で
は
%
V'
1)

J
と
は
岡
稔
氏
の
言
葉
で
あ
る
。
氏
は
つ
づ
い
て
、「『

社
会
主
義
経
済
学』

の
固
有
の
対
象
が
し
ば
し
ば
看
過
さ
れ
が
ち」

な 

.「

社
会
主
義
経
済
学」

の
対
象
と
方
法
㈡
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.

の
は
、
‘

「

従
来
の
方
法
論
が
し
ば
し
ば『

社
会
主
義
経
済
学』

.
の
建
設
と
い
う
仕
事
を
資
本
主
義
経
済
学
の
ィ
ム
プ
リ
ヶ
I
シ
ョ
ン
の
展
開
に
帰

(

注
2)

着
せ
し
め
て
い
たJ

:

こ
と
、

す
な
わ
ち
、「

そ
の
純
粋
模
型
を
現
存
す
る
社
会
主
義
経
済
か
ら
の
抽
象
に
ょ
っ
て
で
は
な
く
て
、

資
本
主
義
経
済 

一
般
か
ら
演
繹
さ
せ
る」

仕
方
、
或

い

は「

現
存
す
る
社
会
主
義
経
済
制
度
の
単
な
る
記
述
と
社
会
主
義
経
済
の
本
質
に
つ
い
て
の
一
連
の
大
ま 

か
な
質
的
特
徴
づ
け」

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
.こ
と
を
指
摘
さ
'れ
る
。
そ
し
て
,'
.社
会
主
義
経
済
の
確
立
=
資
本
主
義
経
済
の
揚
棄(

こ
の
等
式
に
問 

題
は
残
る
が)

が
、
資
本
主
義
経
済
学
の
.
〃
消
滅
"
を
結
果
し
た
か
ら
と
い
っ
そ
、
そ
れ
が
経
済
学
な
い
し
経
済
理
論
の
消
滅
を
意
味
し
な
い
9 

ハ
ー
リ
ン
の
誤
り
、
前
号
に
ふ
れ
た)

し
、
又
社
会
主
義
経
済
が
成
立
し
た
.か
ら
と
い
っ
て(

生
産
手
段
の
所
有
形
態
の
変
苹)

、「

一
挙
に
自
動
的
に
、.

 

即
座
に」

、「

ど
ん
な
資
本
制
大
企
業
の
管
理
ょ
ゥ
も
ば
る
か
に
複
雑
で
あ
る
国
民
経
済
の
管
理
と
計
画
化」

を
解
決
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
の 

で
、
長
期
に
.わ
た
る
試
行
錯
誤
の
過
程
で
、

「

生
産
物
の
生
産
と
分
配
に
た
い
す
る
計
算
と
管
11
;
か
組
織
化」

.(

レ
ー
ニ
ン)

が
検
討
さ
れ
、

経
済 

学
‘の
、
.

「

社
会
主
義
経
済
学」

の
固
有
の
対
象
と
し
て
与
え
ら
れ
る
、
と
す
る
。

こ
の「『

ス
ミ
ス
の
見
え
ざ
る
丰』

.(

自
然
発
生
.的
運
動
法
則)

.に
委 

ね
ら
れ
て
き
た
生
産
物
の
生
産
と
：̂
配」

が

「
人
間
の
意
識
的
管
理
の
も
と
に
お
か
れ
る
と
い
う
こ
と
I

経
済
活
動
の
計
画
化
一
'̂

か
、「

社 

会
主
義
経
済
学」

の
固
有
な
対
象
に
な
り
う
る
.の
は
、
そ

れ

が「

戦
争
経
済
の
遂
行
と
か
、後
進
国
の
急
速
な
工
業
化
と
か
、経
済
自
立
の
達
成
と 

か
い
う
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
の
手
段」

で
は
な
く
、「

そ
れ
自
体
、
生
産
手
段
の
社
会
化
を
実
現
し
え
た
社
会
主
義
経
済
に
固
有
の
性
格」

だ
か 

ら
で
あ
り
、「

こ
こ
に
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
、，か

の

"
必
然
の
国
か
ら
自
由
の
国
へ
"
の
，論
理
、
換
言
す
れ
ば
.、
社
会
主
義
経
済
を
資
本
主
義
経
済
と
そ 

の

"
計
画
化
"
か
ら
截
然
と
区
別
す
る
立
論
の
性
格
が
着
取
さ
れ
る」
.と
。
こ
れ
は
、
.次
章
で
扱
う
"
資
本
主
義
の
復
活
論
争
"
に
見
落
し
て
は 

な
ら
な
い
点
で
あ
り
、
又

「

社
会
主
義
経
済
学」

.
の
対
象
と
方
法
確
定
'の
為
の
著
者
の
強
調
点
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
岡
氏
は
、
 

こ
こ
か
ら
、安
心
し
て(

資
本
主
義
の
.復
活
と
は
全
く
結
び
つ
か
ぬ
も
の
と
し
て
、す
な
わ
ち
私
的
企
業
の
利
潤
の
階
級
的
性
格
と
は
全
く
異
質
の
も
の
と
し
て)

、
 

「

社
会
主
義
経
済
の
経
済
活
動
の
@
的
が
社
会
の
物
質
的
，
文
化
的
欲
求
の
充
足
に
必
要
な
財
貨
の
獲
得
に
あ
る
以
上
、
計
画
化
の
固
有
の
目
的 

は
、
財
貨
の
獲
得
の
効
率
化
に
あ
る」

、「

財
貨
を
獲
得
す
る
た
め
に
人
間
が
支
出
す
る
の
は
労
働
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
社
会
的
労
働
支
出
の
節
約

あ
る
い
は
労
働
生
産
性
の
上
昇
が
、
計
画
経
済
のI

般
的
、
内
在
的
目
的
だ」

、
と
い
う
結
論
を
引
出
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ

こ

で「

労
働
価
値 

論
が
計
画
化
と
経
済
計
算
の
基
礎
理
論」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

• 

(

注 4)
，

S-
5)

先
に
も
■一
言
ふ
.れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
岡
氏
は
価
値
法
則
の
内
容
を
明
確
に
区
別
し
て
、
価
値
規
定
を
価
値
法
則
と
截
然
と
区 

別
し
、
社
会
主
義
に
.お
け
る
"価
値
法
則
"
を
資
本
主
義
の
価
値
法
則
と
異
ら
し
め
る
決
定
的
要
因
と
し
て
、生
産
手
段
の
私
有
の
揚
棄
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
 

そ
し
て
、
後
述
す
る
過
渡
期
理
論
に
立
つ
あ
る
論
者
が
あ
た
か
も
社
会
主
義
経
済
.に
お
い
て
は
〃
資
本
主
義
の
遣
制
と
し
て
商
品
生
産
•
価
値
法
則
が
残
存
す 

■る
"(

丁
度
初
期r

社
会
主
義
経
済
学」

生
成
期
の
、『

転
形
期
の
経
済』

の
時
の
論
旨
に
似
て
}
と
の
^̂

の
と
き
、
資
本
主
義
商
品
と
'社
会
主
義
商
品
の
相 

遠
が
全
く
埋
没
さ
れ
る
と
し
て
、：
そ
の
遺
制
の
論
理
の
中
の
ど
こ
に
社
会
主
義
的
所
有
の
成
立
を
媒
介
と
す
る
か
、
と
質
問
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新
た
な
と
こ 

ろ
で
あ
る(「

経
済
理
論
学
会」

一
九
六
五
年
大
会)

。「

過
渡
期
理
論」

の
こ
の
点
、
社
会
主
_
経
済
の
下
に
.お
け
る
資
本
主
義
経
済
の
遺
制
の
論
理
的
解
明 

.

度
の
弱
さ
は
全
く
指
摘
さ
れ
る
通
り
.で
、
そ
れ
が
一
九
六
六
年
夏
よ
り
の「

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
文
化
革
命」

の
生
起
の
説
明
の
不
十
分
さ
、
又
そ
の
中
で「

過 

渡
期
理
論」

.の
論
者
自
体
が
批
判
さ
れ
う
る
根
拠
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ
は
次
節
に
.ゆ
ず
る
。■

岡
氏
の
こ
の
立
論
は(「

新
経
済
政
策」

実
現
の
ニ
年
前
に
公
刊)

、
最
初
の
一
国
社
会
主
義
経
済
出
現
と
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
従
来
支
配
的
で

あ

っ
た
、
古
典
的
著
作
か
ら
社
会
主
義
制
度
に
つ
い
て
の
引
用
に
よ
る
本
質
論
的
解
明
、
或
い
は
命
題
解
釈
の
是
否
を
め
ぐ
る
論
争
と
は
全
く
異

質
的
な
、
"「

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
経
済
学」

の
新
し
い
：型
"(

"経
済
理
論
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
")

の
展
開
で
あ
る
と
同
時
に
：
現

代

「

社
会
主
義
経
済

学」

の
一
部
が
陥
る
可
能
性
の
あ
る
、
前
述
の
生
産
関
係
.̂
ま

.."

狭
義
の
罾
^
学
と
*
罾
.な
量
的
分
析
理
論
"
と
も
一
線
が
劃
せ
ら
れ
て
い
る
よ

(

注 6) 

'

う
に
見
え
る
。
"
社
会
主
義
経
済
"

の
分
析
に
、
，労
働
生
産
性
増
大
に
よ
る
社
会
的
富
の
量
的
検
討
は
必
須
で
あ
る
。

し
か
し
ど
の
よ
う
な
独 

自
の
科
学
と
し
て
の
対
象
領
域
を
も
つ
が
故
に
"経
済
理
：

A

が

復

興

"
し
う
る
の
か
、
復
興
は
論
理
的
に
妥
当
で
あ
る
か
、
終
始
完
結
し
う
る 

も
の
か
ど
う
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。.
又
、
社
会
主
義
経
済
を
規
定
す
る
諸
前
提
を
確
認
し
た
上
で
は
、
も
う
そ
の
分
析
に
生
産
関
係
を
介 

在
さ
せ
る
必
要
は
な
い
の
か
ど
う
だ
ろ
う
か
。.

 

•

私
は
前
稿
で
、

ソ
ビ
エ
ト
の
経
済
学
者
た
ち
が
，

「

社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
商
品
生
産
と
価
値
法
則
の
問
題
で
古
典
的
命
題
を
抛
棄
し
た
1-
：
と 

す
れ
ば
、
そ
れ
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
命
題
の
理
解
が
不
十
分
だ
か
ら
で
は
な
く
て
、
資
本
主
義
の
経
済
学
と
社
会
主
義
経
済
学
の
関
係
の
不
十
分
な 

「

社
会
主
義
経
済
学」

の
対
象
と
方
法
㈡

..
 

九

(

三
五
九)



,

 

一
〇

(

三
六
〇)

理
解
、
そ
れ
は
狭
義
の
経
済
学
と
広
義
の
経
済
学
の
関
係
の
-み
な
ら
ず
、
社
会
主
義
経
済
学
は
族
義
.の
経
済
学
ー
般
と
し
て
で
.は
な
く
、
歴
史
的 

に
社
会
主
義
経
済
に
固
有
の
法
則
を
対
象
と
し
た
科
学
で
あ
り
、
.
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
確
立
め
上
で
の
両
者
の
関
係
の
不
明
確
に
由
来
す
る
も
の
で 

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
.
又
、
社
会
主
義
経
済
学
ば
、
狭
義
の
経
済
学
の
確
立
に
そ
の
前
提
を
負
う
と
し
で
も
、
そ
れ
自
体
は
実
在
す
る
社
会
主 

義
経
済
か
ら
抽
象
、
体
系
化
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
固
有
の
存
在
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
、
現
存
す
る
社
会
主
義
経 

済
の
質
的
規
定
性
を
検
討
、

確
認
し
、

そ
の
法
則
性
の
具
体
的
位
置
づ
け
を
同
時
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
歴
史
的
段
階
に
双
自
あ
る
の
で 

は
な
い
か
、
と
い
.う
問
題
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：。
特
に
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
め
支
配
的
な
地
域
に
お
け
.る
、
社
会
的
生
産
力
の
低
位
性 

が
、

前
近
代
的
社
会
経
済
構
造
の
未
解
体
の
.中
で
規
定
さ
れ
、
分
散
し
た
零
細
企
業
と
、
所
有
は
社
会
化
乃
至
社
会
化
の
傾
斜
に
あ
っ
て
も
尚
か 

つ
容
易
に
未
だ
意
識
の
社
会
化
さ
れ
に
く
い
農
民
大
衆
が
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
な
後
進
地
域
€>
■
社
会
主
義
経
済
に
お
い
て
は
。
そ
こ
で
は
、
岡 

氏
の
主
張
さ
れ
る
よ
う
に「

社
会
主
義
の
も
と
で
の
経
済
科
学
は
理
論
的
命
題
の
質
的
定
式
化
だ
け
に
終
止
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
不
可
避
的
に 

量
的
性
格
を
も
つ」

(

B
 
*c

•
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ)
が
、
し

か

も「

そ
の
質
的
分
析
が
先
行
す
べ
き」

の
み
な
ら
ず
、

た
え
ず
回
帰
せ
ね
ば
な
ら
な 

い
条
件
が
あ
る
や
に
思
わ
れ
る
。
社
会
主
義
建
設
の
理
論
は
'社
会
主
義
経
済
学
自
体
の
本
来
的
内
容
に
は
な
り
え
な
い
の
か
。
そ
れ
は
果
し
て
、
 

社
会
主
義
経
済
の
発
展
段
階(

対
象)

の
相
違
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
理
論
的
、
す
な
わ
ぢ
方
法
論
的
対
立
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

(

注
，1)

岡
稔
著『

計
画
経
済
論
序
説』

序
論
以
下
。

(

注
2)

「『

社
会
主
義
経
済
学』

を
先
験
的
に
構
成
し
よ
う
と
す
る
試
み」
は
、「

類
推
.の
出
発
点
と
し
て
の
資
本
主
義
経
済
学
に
一
般
均
衡
理
論
が
使
用
さ
れ 

よ
う
と
、
あ
る
い
は
マ
ル
ク
ス
の『

資
本
論』

が
採
用
さ
れ
よ
う
と
沐
質
的
に
は
同
じ
こ
と
で
あ
る」

(

同
書
三
頁)

と
い
う
論
旨
は
、
社
会
主
義
経
済
の
成 

立
の
必
然
性
、
そ
の
大
ま
か
な
本
質
的
特
徴
が
す
で
に
資
本
主
義
経
済
学(

狭
義
の
経
済
学)

成
立
に
与
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
古
典
的
命
題(

前
号
で
取
扱 

っ
た)

を
必
ず
し
も
否
定
し
て
い
な
い
、
と
同
時
に
、
出
現
し
て
い
も
し
な
い
段
階
に
え
が
か
れ
た
〃
ユ
ー
ト
ピ
ア
".(

科
学
的
根
拠
を
も
っ
た)

か
ら
、
〃
社 

会
主
義
経
済
に
つ
い
て
め
科
学
"

を
抽
出
し
う
る
と
考
え
る
こ
と
は「

ど
の
み
ち
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
で
あ
る
、

と
主
張
す
る
人
々
の
立
論
に
立
っ
て
い
る 

こ
と
に
注
意
し
た
い
。
従
っ
て
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
著
者
は
、
社
会
主
義
経
済
学
は
社
会
主
義
経
済
に
固
有
の
対
象
を
見
出
し
て
体
系
化
さ
れ
た 

科
学
で
あ
る
点
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
趣
旨
が
あ
り
、
量
的
分
析
の
強
調
を
ふ
く
め
て
社
会
主
義
経
済
学
の
方
法
論
的
視
角
か
ら
、

一
般
均
衡
論
で
も『

資
本

翻 ！

論』

で
も
本
質
的
に
同
じ
で
あ
る
、
な
ど
と
は
全
く
言
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

(

注
3)

吗

序

畠

。

「

経
済
科
学
は
社
会
主
義
経
済
で
は
、
国
民
経
済
の
組
織
化
と
経
済
過
程
の
意
識
的
管
理
の
た
め
の
真
の
科
学
的
用
具
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い」

B. p
 

H
e
M
H
H
H
O
w

(

注
4) 

K
.
マ
ル
ク
ス「

資
本
論」

第
三
巻
、
第
十
三
分
冊 

一
二
〇
〇
頁
。
 

.

(

注
5)

拙

稿「

社
会
主
義
的
所
有
の
二
つ
の
形
態
と
価
値
法
則」

㈠
、
㈡

「

三
田
学
会
雑
誌」

第
五
十
一
卷
第
十
号
、
第
五
十
二
卷
第
六
号
。

(

注
6)

新
し
い
型
の
論
争
点
と
し
て
周
知
の
如
く
次
の
諸
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
ベ
き
で
あ
る
。

_

1

労
働
生
産
性
の
概
念
と
指
標
に
つ
い
て 

2

価
値
法
則
の
利
用
と
価
格
形
成
の
基
準

3

投
資
効
率
の
測
定
方
法
.
 

.
 

-
 

4

西
生
産
表
式
と
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
論

5

経
済
学
と
計
画
化
に
お
け
る
数
学
利
用
の
問
題 

•
 

•

6

固
定
フ
ォ
ン
ド
の
.減
価
償
却
率
に
つ
い
て

ー

ブ

中

国

に

お

け

る

-1
'
'過
渡
期
理
論」

の
展
開
と 

「

社
会
主
義
政
治
経
済
理
論」

生
成
の
特
質

.毛
沢
東
の
.「

新
民
主
主
義
論」

に
代
表
さ
れ
る
ょ
ぅ
な
、
.
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
経
済
へ
の
移
行
を
め
ぐ
る
、
人
民
民
主
革
命
論——

社
会 

主
義
建
設
方
式
の
論
聊
1
対
し
て
、

社
会
主
義
経
済
自
体
を
対
象
と
す
る
、

い
わ
ば「

社
会
主
義
経
済
学」

に
当
る
体
系
的
見
解
は
、

毛
沢
朿 

「

人
民
内
部
の
矛
盾
の
正
し
い
処
理
の
問
題
に
つ
い
て」

广
一
会
セ
申
ー
ー
爿)

を
背
景
と
し
、

中
国
共
産
党
第
八
期
中
央
委
員
会
第
一
〇
回
総
会 

(

一
九
六1

一
年
九
月)

で
確
認
さ
れ
た「

過
渡
期
の
理
論」

で
あ
ろ
ぅ
。
こ
の
論
理
は
、

.

1

'
社
会
主
義
経
済
の
性
格
的
規
定
に
お
い
て

「

社
会
主
義
経
済
学」

の
対
象
と
方
法
㈡ 

一
一(

三
六
一)



2
「

社
会
主
義
経
済
学」

自
体
の
存
立
•
対
象
及
び
内
容
に
つ
い
て 

、

ソ
ビ
エ
ト
経
済
を
場
と
し
て
：先
に
形
成
さ
れ
て
き
た「

社
会
主
義
経
済
学」

と
大
幅
に
相
違
の
み
な
ら
ず
対
立
し
.て
い
る
。
そ
の
本
来
的
性
格 

か
ら
し
て
、
従
来
こ
の「

過
渡
期
の
理
論」

は

-.
&

♦
主
義
経
済
学」

生
成
と
い
う
よ
り
は
、「

中
国
に
お
け
る
革
命
経
験
そ
の
も
の
の
理
論
的

(

注
4)

体
系
化」

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
.お
り
、
し
か
も
こ
の
論
理
を
基
礎
理
論
と
し
て
ま
き
起
り
、
論
客
の
中
か
ら
批
判
弾
劾
者
'(

陸
定
ー
、
陶
轉
等)

を 

出
し
な
が
ら
、

"
プ

P
レ
タ
リ
ア

文
化
大
革
ム
np
〃 

進
行
の
過
程
で
ま
す
ま
す
強
め
ら
れ
た
.

「

政
治
優
先」

、/
「

大
衆
運
動」

の
旗
の
下
に
、

〃
社
会 

主
義
経
済
の
下
に
お
け
る
階
級
闘
争
の
理
論
"
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。'
私
は
あ
え
て
こ
れ
を「

社
会
主
義
経
済
学」

生
成
過
程
に
お
け
る
論
理 

と
関
速
づ
け
、
先
に
社
会
主
義
経
済
を
実
現
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
先
に「

社
会
主
義
経
済
学」

生
成
の
歴
史
を
も
つ
ソ
ビ
エ
，ト
と

比
較
し
つ
つ
、
 

そ
の
理
論
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
努
力
を
行
い
た
い
と
思
う
。
.(

も
と
よ
り
.、
客
観
的
な
、
.
独
立
科
学
と
し
て
"社
会
主
義
経
済
学
"
を
措
定
し
よ
う
と 

す
る
こ
と
自
体
に
対
す
る
、「

過
渡
期
理
論」

か
ら
の
異
論
が
あ
ろ
う
が
、
私
と
し
て
は
、
あ
る
次
元
で
の
論
理
的
整
理
な
し
に
は
社
会
科
学(

あ
え
て
経
済
学
と 

い
わ
ず
と
も)

の
成
立
は
あ
り
え
な
い
し
'
社
会
科
学
の
成
立
と
そ
の
分
析
な
し
に
客
観
的
に(

歴
史
的
に)

妥
当
な
政
策
、
計
画
立
案
も
、
政
治
闘
争
も
あ
り
え 

ず
、
政
治
優
先
の
政
治
の
次
元
は
そ
れ
を
包
括
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
、「

過
渡
期
理
論」

の
経
済
学
的
検
討
が「

過
渡
期
理
論」

と
矛
盾
し
な
い
.と
い
う
認
識
の 

下
に
、
そ
の
検
討
を
ソ
ビ
エ
ト「

社
会
主
義
経
済
学」

生
成
と
の
関
連
か
ら
本
稿
を
構
成
し
た)

。
 

V

「

過
渡
期
理
論」

の
骨
子
は
次
の
よ
う
な
論
理
で
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

I

生
産
手
段
の
社
会
化
、
私
的
所
有
の
揚
楽
だ
け
で
.は
社
会
主
義
的
生
産
関
係
の
確
立
が
完
成
し
な
い
。
生
産
関
係
と
は「

生
産
手
段
の
所 

有
を
め
ぐ
る
人
と
人
と
の
関
係」

(

K 

•マ
ル
ク
ス)

で
あ
り
、
そ

の

「

根
源
的
な」

二
つ
の
側
面
と
し
て
、
.

「

所
有
制
を
改
造
す
れ
ば
人
間
を
改
造 

す
る
可
能
性
は
生
れ
る
が
、
改
造
し
た
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら
な
い」

。
社
会
主
義
革
命
は
常
に「

経

済

面(

す
な
わ
ち
所
有
面)

」

と
同

時

に「

政 

治
面
、
思
想
面」

で
も
行
い
、「

文
化
革
命
と
技
術
革
命
の
展
開
に
よ
っ
て
人
^
:大
衆
が
文
化
と
技
術
を
掌
握
し
、

そ
れ
を
通
じ
る
こ
と
な
し
に 

単
な
る
社
会
的
生
産
力
の
増
大
を
は
か
る
こ
と
で
社
会
主
義
建
設
が
す
す
み
、

共
産
主
義
移
行
の
条
件
を
と
と
の
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。(

"連

続
革
命
•
発
展
段
階
論
"
は
、
現
実
の
所
有
制
の
部
分
的
変
革
、
た
と
え
ば
高
級
合
作
社一

K
A社
の
み
.で
な
く
、
右
の
総
合
と
し
て
み
る)

。

そ
こ
で
、

ス
タ
ー
リ
ン

の「

ソ
連
邦
の
社
会
主
義
に
お
け
る
経
済
的
諸
問
題」

、「

経
済
学
教
科
書」

(

第
三
、
第
四
分
冊)
全
版
其
他
ソ
ビ
エ
ト 

通
説
に
お
い
て
共
通
す
る
よ
う
な
社
会
主
義
社
会
を
独
立
の
社
会
形
態
■

(

共
産
主
義
段
階
に
対
し
て)

と
.し
、
独
自
の
法
則
性
を
認
め
よ
う
と
す
る 

「

定
型
化」

に
反
対
し
、
労
農
政
府
の
下
に
生
産
手
段
が
社
会
化
し
た「

社
会
主
義
社
会
は
資
本
主
義
社
会
か
ら
共
産
主
義
社
会
へ
の
過
渡
期」 

と
考
え
る
。
こ
の
過
渡
期
と
，し
て
の
社
会
主
義
社
会
の
.果

た

す

"
歴
史
的
役
割
"
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
旧
い
生
産
関
係
と
か
旧
い
経
済
力
テ
ゴ 

リ
ー
の
作
用
な
ど
、

資
本
主
義
の
残
滓
を
消
滅
揚
棄
さ
せ
、

共
産
主
義
の
経
済
的
諸
関
係
を
す
で
に
社
会
化
さ
れ
た
生
.產
関
係
の
上
に
発
厥
さ 

せ
、
量
的
変
化一

>

部
分
的
質
的
変
化
を
通
じ
て
、.
共
産
主
義
社
会
を
準
備
す
'る
に
あ
る
。
.従
っ
て
、
社
会
主
義
的
所
有
の
ー
.ー
形
態
.の
、
単
一
全 

人
民
的
所
有
へ
の
転
化
は
、
そ
の
質
的
変
化
の
一
つ
で
あ
る
が
、
共
産
主
義
段
階
移
行
の
メ
ル
ク
マー

ル
で
な
く
、-
そ
の
上
各
産
業
部
門
、文
化
. 

国
防
の
近
代
化
と
経
済
‘
政

治

•
思

想

•
文

化

•
技
術
の
.五
つ
の
面
で
の
革
命
が
签
本
的
に
完
成
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

n

社
会
主
義
社
会
は
共
產
主
義
社
会
の
一
段
階
で
あ
り
、
し
た
が
，っ
て
，
そ
の
本
質
は
共
産
主
義
的
で
あ
る
が
、
高
い
、
完
全
な
共
産
主
義 

■U
会
と
は
.区
別
さ
れ
る
。「

生
産
手
段
が
個
人
の
所
有
に
属
せ
ず
、

ま
し
て
#
取
者
の
所
有
に
属
し
.て
お
ら
ず
に
共
有
の
財
産
で
あ
る」

と
い
う 

こ
と
は
、「

本
質
的U

共
産
主
義」

で
あ
る
が
、「

集
団
的
所
有
制
は
個
人
所
有
制
か
ら
全
人
民
所
有
制
へ
の
過
渡
的
，な
経
済
形
態」

で
あ
り
、
そ 

e
±
全
人
民
制
の
^
済
に
く
ら
べ
て
、
か
な
り
多
く
の
私
有
制
.の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
。「

中
国
で
は
し
か
も
集
問
的
所
有
制
の
共
有
化
の 

程
度
も
ま
だ
低
く」

、「

農
村
で
は
小
部
分
な
が
ら
私
的
所
有
地
、
生
産
手
段
が
あ
り
、
個
人
的
副
業
の
一
部
が
な
お
初
級
市
場
で
売
ら
れ
て
お 

り
、
‘商
工
業
の
公
私
共
営
企
業
で
は
資
本
家
に
固
定
利
子
を
払
っ
て
い
る」

こ
.と
を
呉
璉
は
指
摘
す
る
。

•

In

1
、
生
産
の
目
的
が
社
会
の
た
え
ず
増
大
す
る
物
質
的
•
文
化
的
必
要
の
充
足
で
あ
り
、
' 2
、

生

産

は「

社
会
の
共
産
主
義
的
規
制
に
よ 

っ
て
行
わ
れ
C

,

い
る
一(

マ
ル
ク
ス「

ド
ィ
ッ
•
ィ
デ
ォ
ロ
ギ
I」)

、

C
0
、

生
産
性
の
た
え
ざ
る
向
上
の
法
則
が
存
在
し
て
い
る「

労
働
時
間
節
約
と 

計
画
的
配
分」

(

エ
ン
ゲ
ル
ス
.「

国
民
経
済
学
批
判
大
綱」

(

い
ず
れ
も
呉
璉
引
用)

)

、
又
、
剰
余
生
產
物
む
一
部
は
社
会
の
必
要
に
応
じ
て
分
配
さ
れ
る 

「

社
会
主
義
絰
済
学」

の
対
象
と
方
法
㈡ 

一

三(

三
六
三)



. 

1

四

(

三
六
四)

と
い
.う
よ
う
な
共
産
主
義
の
法
則
が
す
で
に
作
用
し
て
い
る
一
方
、
旧
社
会
の
名
残
と
し
て
の
経
済
法
則
"
た
と
え
ば
価
値
务
胁
が
効
カ
を
有
し 

て
い
る
と
す
る
。「

経
済
計
算
や
価
格
政
策
な
ど
で
は
、
す
べ
て
価
値
法
則
の
作
用
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」

。

IV「

勤
労
者
は
で
き
る
だ
け
社
会
の
た
め
に
生
産
物
を
生
産
す
る
と
同
時
に」

、「

商
品
関
係
の
反
映
で
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
平
等
観」

に
し 

た
が
っ
て
、.「

等
量
労
働
に
よ
る
交
換」

、
す
な
わ
ちr

等
量
の
，労
働
に
対
し
て
等
量
の
.報
酬」

、「

よ
り
多
量
の
労
働
に
対
し
て
は
多
量
の
報
酬」 

を

「

要
求
す
る
権
利」

を
保
留
し
て
い
る
。
こ

の「

労
働
に
応
ず
る
分
配
は
資
本
主
義
の
資
本
に
.応
ず
る
分
配
に
対
し
て
は
最
も
平
等」

と
な
る 

力 

'人
々
の
能
力
に
応
じ
て
異
っ
，た
分
配
を
結
果
し
:•
»
，
む
し
ろ
一
人
一
人
の「

分
配
の
平
等
が
不
公
平」

と

な

る(

レ
I 
二.ン)

点
で
、
.
必
要
に 

応
ず
る
分
配
.(

共
産
主
義)

に
対
し
て
不
平
等
で
あ
り
、.「

富
裕
の
程
度
が
ひ
ら
く
お
そ
れ」

が
生
じ
；う
る
。
'こ
め
’よ
う
な
商
品
交
換
に
そ
の
源 

を

も

つ「

平
等」

：
の
要
求
は
、
本
質
的
に
.共
産
主
義
の
法
則
の
作
用
す
る
社
会
主
義
段
階6

を
か
い6

ト
か
ぐ
、
社
会
的
集
団
的
分
配
を
通
じ
た 

個
人
へ
の
分
配
を
通
じ
て
部
分
的
に
破
ら
れ
う
る
も
の
で
、
•ブ
ル
ジ
ョ

ァ
的
権
利
の
名
残
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
個
人
間
だ
け
で
な
く
、

一
 

企
業
の 

他
企
業
に
対
す
る
所
得
の
格
差
の
問
題
と
し
て
も
あ
ら
わ
れ
る
。
集
団
的
企
業
間
の
下
.で
の
資
本
構
成
の
ち
が
い
に
よ
る
、
又
は
豊
度
•
位
置
の 

ち
が
い
に
よ
る
一
投
下
労
働
量
に
対
す
る
異
っ
.た
報
酬
要
求
と
分
配
の
平
等
化
課
題
に
対
し
て
、.「

f
r
i
tか
'
4於
£ '
、心
於
±'
卜
い」

た
め
に
た 

ち
お
く
れ
を
急
激
に
追
い
つ
こ
う
と
す
る
共
主
義
的
ィ

デ

オ
ロ
ギ

ー
.

に
よ
る
方
向
づ
け
が
指
摘
さ
れ
る
。
又
、
貪
金
は
〃
時
間
払
い
を
主
と 

し
、
出
来
高
払
い
を
従
と
す
る
"
政
策
、

報
酬
め
あ
て
で
な
く
働
く
と
い
う
共
産
主
義
的
学
習
、「

す
す
ん
だ
も
の
と
競
い
、

す
す
ん
だ
も
の
に 

学
び
、
■す
す
ん
だ
も
の
に
追
い
つ
き
お
く
れ
た
も
の
を
援
助
す
る」

と

い

う「

共
産
主
義
競
争」

を
ま
き
お
こ
•す
こ
と
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
権
利 

と
個
人
主
義
的
利
己
主
義
の
結
合
を
打
破
し
て
、「

完
全
な
.勝
利
へ
む
か
う」
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、

こ
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の
中
で
"
ブ
ル
ジ
ョ
ァ 

的
権
利
"
は

「

局
限
的」

に
扱
わ
れ
る
べ
き
過
渡
的
な
"
遺
制
"
で
あ
り
、
生
産
性
の
.低
い
企
業
を
高
め
る
テ
コ
は
、
こ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
権
利 

を
前
提
と
し
た
物
質
的
関
心
乃
至
刺
激
中
心
で
は
な
く
、
生
産
手
段
の
社
会
的
所
有
を
め
ぐ
る
人
間
の
側
面
、
労
働
者
、
技
師
、
職
長
な
ど
企
業 

構
成
メ
ン
バ
ー
に
対
^-
る
共
産
主
義
的
教
育
に
重
点
が
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
I
か
ら
の
論
理
に
示
さ
れ
る
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。

.(

注 
5) 

.

-(

両
参
•
ー
改
•
三
結
合
、
次
稿
参
照) 

、

——

V

「

社
会
主
義
が
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
過
程
で
あ
る
か
ら
.に
は
、
そ

こ

に「

ニ
つ
の
発
展
の
前
途」
が
あ
る
。
す
な
わ
ち 

「

一
つ
の
前
途
は
社
会
主
義
か
ら
共
摩
主
義
へ
の
前
進
で
あ
り
、

も
う
一
つ
の
前
途
は
社
会
主
義
か
ら
資
本
主
義
へ
の
後
退
で
あ
る」

。
後
退
が 

あ
り
う
る
の
は
、

一
に
生
産
手
段
の
社
会
化
、
所
有
の
，変
革
は
社
会
主
義
的
生
：産
関
係
の
確
立
の
完
成
を
意
味
し
な
い
こ
と
、
ニ
に
、
そ
の
直
接 

の
所
有
主
体
で
あ
る
具
体
的
な
一
.国
家
の
権
力
の
性
格
が
絶
対
固
定
的
で
あ
る
箸
が
な
く
、
変
質
し
う
る
と
き
、
そ
の
国
有
形
態
は
社
会
主
義
的 

全
人
民
的
所
有
か
ら
〃
特
殊
な
型
の
国
家
資
本
主
義
</
/
、
あ
た
ら
し
い
形
の「

官
僚
買
弁
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
所
有
.
ブ
ル
ジ
ョ

ア
独
裁
へ
変
質」 

( 「

ユ
I

ゴ
ス
ラ
ビ
ャ
は
社
会
主
義
国
で
あ
る
が」)

し
う
る
現
実
的
可
能
性
を
見
る
。
従
っ
て
こ
の
二
つ
の
〃
前
途
"
、
社
会
主
義
へ
の
発
展
と
資
本
主 

義
へ
の
後
退
の
可
能
性
は
、
主
要
な
生
産
手
段
が
全
面
的
に
社
会
化
さ
れ
た
後
に
も
拘
ら
ず
、

.

激
し
.い
階
級
闘
争
を
通
じ
て
現
わ
れ
る
。
こ
の
段 

皆

(

社
会
主
義
経
済
、
す
な
.わ
ち
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
1
於
胁)

に

4
革
命
は
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い」

の
で
あ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジー

は 

「

潜
及
の
基
礎
は
失
っ
た
が
階
級
そ
の
も
の
は
消
滅
し
て
い
な
い」

(

管
大
同)

(

す
な
わ
ち
資
本
主
義
的
生
産
関
係
は
所
有
の
側
面
で
消
滅
し
て
も
人
間
の 

側
面
で
は
残
存
す
る)

の
で
あ
る
。
又

「

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
が
な
お
存
在
す
る
条
件
の
も
.と
で
は
、
.個
人
の
資
産
が
搾
取
手
段
に
転
化
す
る
可 

先
浊
、：
不
労
所
得
が
生
じ
う
る
可
能
性
は
完
全
に
排
除
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
社
会
主
義
の
国
家
機
関
、
' 経
済
組
織
な
ど
の
な
か
で
新
し 

い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
が
う
み
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る」

"(

呉
敬
璉)

と
い
う
こ
と
に
.な
る
。

.こ
の
ょ
う
な
論
理
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る「

過
渡
期
理
論」

は
、
第
一
.
に
す
ぐ
れ
て
政
治
的
で
あ
り
、
そ
の
根
本
的
な
軸
が
、
生
産
関
係 

の
社
会
主
義
的
改
造
を
所
有
の
側
面
の
み
な
ら
ず
そ
れ
を
め
ぐ
る
人
間
の
側
面
と
の
綜
合
と
み
、

従
っ
て
生
産
諸
手
段
の
社
会
化(

ニ
つ
の
所
有 

形
態
の
下
に
お
け
る)

に
始
ま
っ
た
現
存
す
る
す
べ
て
の
社
会
主
義
経
済
の
社
会
主
義
革
命
は
完
了
し
て
お
ら
ず
、
そ

の

「

定
式
化」

を
認
め
な
い 

.

(

=

「

過
渡
的
性
質
の
経
済
範
_」

吳
链)

と
こ
ろ
'に
お
.か
れ
て
い
る
か
ら
、
従
っV

、

そ

の

"
過
渡
期
ヴ
を
対
象
と
し
て
へ
法
則
性
を
体
系
化
し
ょ 

う
と
す
る「

社
会
主
義
経
済
学」

.が
独
自
的
な
体
系
と
し
て
成
立
し
う
る
箸
が
な
い
。
そ
れ
は
、
古
典
的
命
題
を
引
い
た
ブ
ハ
ー
リ
ン
ら
の
社
会

「

社
会
主
義
経
済
学」

の
対
象
と
方
法
㈡ 

一
五(

三
六
五)



. 

一
六(

三
六
六)

主
義
経
済
に
お
け
る
経
済
学
消
滅
論
が
、：
資
本
主
義
的
生
産
関
係
0
み
を
経
済
学
の
対
1
と̂
，.
3、
自
律
的
経
済
法
則
の
揚
棄
を
も
っ
て
独
自
的
な 

対
象
を
失
な
う
が
故
に
科
学
と
し
て
成
立
し
え
：な
く
な
る
、
と
し
た
論
理
と
全
く
異
な
る
。
...又
労
農
政
権
確
立
に
よ
る
生
産
諸
手
段
の
社
会
化
に 

始
ま
る
共
産
主
義
経
済
べ
の
過
渡
期
：と
し
て
把
握
さ
れ
る
社
会
主
義
経
済
' (

低
い
段
階)

が
独
自
の
法
則
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
な
い
と 

す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
プ
レ
才
ブ
ー
ス
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
、

N

 

メ

リ

—
ツ
カ
ヤ
な
ど
の
よ
う
に
、「

ニ
つ
の
規
制
因——

価
値
法
則
と
計
画」

が
そ
れ 

ぞ
れ
残
存
す
る
私
的
企
業
.セ
ク
タ
ー
と
社
会
主
義
的
国
営
企
業
セ
ク
タ
ー
と
を
支
配
し
て
お
り
、
価
値
法
則
か
計
画
か
、
と
い
う
問
題
提
起
の
下 

で
、
社
会
主
義
セ
ク
タ
ー
の
優
勢
化
が
価
値
法
則
を
駆
逐
す
る
、
.
と
い
う
よ
う
な
初
期
の
多
ゥ
ク
ラ
ー
ド
並
存
期
に
限
界
づ
け
ら
れ
た
•認
識
方
式 

と
も
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。：
ハ'タ
ー
エ
フ
は
：こ
れ
ら
の
論
旨
を「

過
渡
期
に
お
け
る
社
会
主
義
経
済
！§

門
と
本
来
の
完
成
し
た
社
会
主
義
経 

済
と
を
同
一
の
も
の
と
考
え
た
こ
と
か
ら
く
る
矛
盾」

と
し
て
此
判
し
た
が
?

ビ
エ
ト
.社
会
主
義
齡
A
学
の
立
場)

、r

過
渡
期
理
論」

の
論
旨
は
、
 

前
提
と
し
て
は
全
企
業
が
社
会
的
所
有
の
下
に
社
会
主
義
企
業
と
し
て
存
在
し
え
た
と
し
て
も
、(

"本
来
的
な
社
会
主
義
：経
済
")

、
本
質
的
に
は
共 

産
主
義
的
法
則
性
が
発
動
し
て
い
.な
が
ら
、
.社
会
主
義
的
生
産
関
係
の
十
分
な
完
成
を
み
な
い
低
い
段
階
で
あ
る
が
故
に
、
資
本
主
義
経
済
の
遺 

制
と
し
て
残
存
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
、
等
価
六
乂
换
の
原
則
が
資
本
主
義
へ
の
後
退
の
基
盤
た
り
え
、
又
、
社
会
化
さ
れ
た
国
営
企
業
の
内
部 

力
ら
も
新
し
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
.丨

す
ら
生
み
だ
し
う
る
、
'と
す
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
段
階
の
法
則
性
は
、「

過
渡
期
理
論」

に
あ
っ
て
は 

む
し
ろ
生
産
手
段
の
所
有
形
態
、
独
立
採
算
制
の
性
格
、
企
業
の
投
資
効
率
等
.を
通
、じ
て
、
共
産
主
義
経
済
の
基
本
的
課
題
で
は
あ
っ
て
も
、
労 

働
生
産
性
向
上(

社
会
の
物
質
的
欲
望
の
充
足)

•
量
的
分
析
の
メ
ヵ
一
一
ズ
A
を
対
象
と
す
る
客
観
的
論
理
体
系
、

"
経
済
学
"
で
あ
っ
て
は
な
ら 

ず
、
必
然
的
に
そ
の
実
現
の
推
進
者
た
る
べ
き
階
級
闘
争
を
中
心
と
し
た
革
命
理
論
と
し
て
、
す
ぐ
れ
て
"
政
治
的
"
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

そ
の
力
ぎ
り
で
は
む
し
ろ
、
.
社
会
主
義
経
済
を
経
済
学
の
対
象
た
り
う
る
と
し
て
、「
社
会
主
義
経
済
学」

成
立
を
措
定
す
る
と
い
う
論
理
因
体 

が
科
学
的
に
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。「

(

社
会
主
義)

"
経
済
学
"
の
歡
ッ
サ
が
あ
り
え
て
は
な
ら
な
い
。
"
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
社
会 

的
生
産
力
の
発
展
一
般
"
は
無
条
件
に
共
産
主
義
段
.階
に
到
達
せ
し
め
な
い
の
み
な
ら
ず
、
資
本
主
義
復
活
を
可
能
に
し
う
る
と
あ
ら
ば
、
そ
の

m  \

"
静
態
的
"
.体
系
的
分
析
に
終
止
す
る
も
の
は
、
本
質
的
に
、
資
本
主
義
社
会
^
お
い
て
生
産
関
係
視
点
を
も
た
な
い
が
故
に
階
級
が
脱
落
し
た 

俗
流
経
済
学
一
般
と
同
次
元
に
立
つ

(

前
稿
エ
ン
ゲ
ル
ス
：

「

反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
冑」

引
用
箇
所
参
照
、
九
！

こ
と
に
な
る
。
前
節
で
み
た
近
来
の
ソ
ビ 

エ
ト「

社
会
主
義
経
済
学」

の
転
回
が
す
じ
み
ち
と
し
て
修
正
主
義
と
寘
向
か
ら
批
判
の
対
象
と
な
る
所
以
で
あ
る
。

■
と
こ
ろ
で
、

わ
れ
わ
.れ
は
、
こ

の「

過
渡
期
理
論」

.
生
成
の
理
論
的
系
譜
を
中
国
社
会
主
義
建
設
の
実
態
に
対
応
し
て「

新
民
主
主
義
論」 

(

資
本
主
義
も
十
分
に
成
熟
し
て
い
な
い
半
植
民
地
•
半
封
建
的
経
済
構
造
■の
、
社
会
主
義
経
済
へ
：の
移
行
と
労
農
指
導
の
，下
に
お
け
る
統
一
戦
線
に
よ
る
移
行
の 

実
現)

一

^
過
渡
期
.の
総
路
線
i

「

矛
盾
論」

(

社
会
主
義
経
済
建
設
途
上
に
：お
け
る
統.一

戦
線
内
.の
、
反
帝
‘
反
封
の
.ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
揚
棄
し
て
の
ち
に
、
 

敵
対
的
矛
盾
：に
転
化
，し
う
る
非
敵
対
的
矛
盾
の
処
理
、
民
族
ブ
ル
ジ
.ョ
ア
ジ
ー
、
共
産
主
義
建
！̂
へ
の
志
向
に
対
し
て
相
対
的
独
自
性
を
も
つ
小
ブ
ル
的
旧
上
層
農 

民
層
の
：位
匱
づ
け)

.
に
求
め
る
。

そ
し
て
、

現
在
技
術
革
命
を
.旗
印
と
し
た
第
三
次
五
ヶ
年
計
画
発
足
と
並
行
し
て
：嵐
の
よ
う
に
進
行
し
て
い
る 

「

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
苹
命」

の
指
導
原
理
は
、

こ

の「

過
渡
期
理
論」

の
深
化
発
展(

そ
の
中
の
"ブ
ル
ジ
ョ
ア
"
的
偏
向
切
り
す
て)

と
考
え 

る
。
そ
こ
で
前
節
で
扱
っ
た
、
.，
ソ
ビ
ユ
ト
、.
東
欧
諸
国
の
多
く
で
打
ち
出
さ
れ
た
"
新
経
済
政
策
"
の
指
導
原
理
に
対
す
る
文
化
大
革
命
進
行
途 

上
で
な
：さ
れ
た
中
国
の
批
判
を
検
討
す
る
と
と
で
、更

に
：；：「

過
渡
期
理
論」

'
:の
側
面
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。

.

「
(

利
潤
導
人
論
批
判
の
理
論
的
基
盤
.と
し
て
の
'中
国
.の
如
業
の
.

に
.つ
い
て
は
次
稿c

次
号m

)
、

和
砂
•

i

bii
'

L
に
づ
い
て
は
別
稿「

社
会
主
義
経 

済
に
お
け
る
価
格——

生
産
価
格
と
価
値
価
格
に
つ
い
て
.
-

—
」

：「

三
田
学
会
雑
誌」

本
年
九
月
号
を
.予
定
し
て
い
る
の
，で
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い)

。
.

.
中
国
に
お
け
る
利
潤
論
净
は
、
す
：で
.
'に
山
下
竜
三
氏
が
紹
介
、.
評
論
を
加
え
て
お
ら
れ
る
よ
k
に
ぐ
.(一

九
六
五
年
一
月)

、
生
産
価
格
論
者
と
、
 

価
値
価
格
論
者
.と
：.の
対
立
と
.し
て
、

ソ
ビ
エ
ト
.や
東
欧
諸
国
■.と
ほ
ぼ
.ひ
：と
し
い
時
期
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
リ
ー
べ
ル
マ
.ン
方
式
の
積
極
的
支
持
第 

1

人
者
、
楊
堅®

の

「

国
民
経
済
和
生
產
価
格
問
題J .「

経
済
研
究」

' (

中
国)

，一
九
六
.三
年
；一.
一一：号)

.

或
い
は
何
建
章
、
，
張

玲

「

試
論
社
会
主
義
経
済 

中
的
生
産
価
格」

(

同
誌
一
九
六
四
年
五
：号
：

)

に
対
1>
,て
：.
.多
く
0
:価
値
価
格
論
者
、：

た
と
：え
ば
.白
洪
ー「

也
談
社
会
主
義
制
度
下
価
格
形
成
的
蓮
礎
問 

題
し
.(

同

誌

六

四

年

六

号

)

、
.
.
中黄」

：

「

社
会
主
義
工
業
企
業
的
革
命
化
和
現
代
化
間
題」

(

同

誌

六

四

年

十

一

{
'
一

 
号)

，
.な
ど
の
.論
争
が
に
ぎ
に
ぎ
し
く
展
開 

「

社
会
主
義
経
済
学」

の
対
象
と
方
法
.：

a

 

一
七(

三
六
七)



^

て
.丨
 

一
八 

0

 
一
 H

八
八)

し
た
あ
^
、
.：更
に
文
化
大
革
命
進
行
の
途
上
で
、：
生
産
価
格
論
者
I

;
リ
ー
べ
，
ル
.
マ
ン
方
式
支
持
者
が
全
面
的
に
公
式
に
批
判
を
.う
け
て
一
つ
の 

段
階
を
劃
す
る
。
そ
：の
や
ま
は
"
中
国
科
学
院
経
済
研
究
所
長
で
、
.：積
極
的
な
生
産
価
格
論
者
孫
冶
方
ス「

私
は
リ
ー
べ
ル
マ
ン
よ
り
5

|
底
し
て
、
 

指
標
と
し
て
.
は
利
潤
指
標
を
総
合
指
標
ー
に
す
る
だ
け
_
'で
十
分
で
、
生
產
物
数
量
指
標
..は
不
.要
で
あ
'
る
と
考
ぇ
る」

——
「

社
会
主
義
再
生
産
問
題
座
談
会
で
の
生
産
価 

格
.問
題
に
：関
す
る
.発
言
の
：.漱
要」

.
一
九
六
四
年
八
.
十
日
：

)

©
罷

免

(

一
九
六
五
年
五
月)

：、'で
.あ
'る
う
。

こ
こ
で
は
、

.孫
冶
方
批
判
を
通
じ
て
、
文
化
革 

命
に
発
展
し
た
”「

過
渡
期
理
論」

の
し
社
会
主
義
経
済
学
体
系
"
的
側
面
を
み
る
。：

：：

孫
冶
方
の
主
張
は
、
ず
で
に
.前
節
で
述
べ
た
論
旨
に
共
通
す
る
が
、.
.そ
の
特
徴
は
：次
の
如
く
で
あ
る
。
"「

社
会
主
義
建
設
の
総
路
線
と
は
価
値
法 

則
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
、
費
用
と
効
用
の
統
一
:

つ
.，ま
り
最
小
の
.費
用
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る」

(「

社
会
主
義
政
治
経
済
学
の
若 

干
の
理
論
問
題
に
つ
い
て
の
感
想」

1

九
六
一
年
七
月
ニ
一 

日
.、
南
京
経
済
学
会
準
備
委
員
会
主
催
学
術
報
告
'会
報
告)

。
.「

価
値
は
効
用
に
対
す
る
生
産
費
の 

関
係
で
あ
る
|_
。「

す
べ
て
の
経
済
問
題
の
秘
密
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
よ
り
少
な
い
労
働
で
よ
り
多
い
生
産
物
を
獲
得
す
る
か
と
：い
う
こ
と
で
あ 

り
、…

…

レ
！ 

ニ
ン
；が
い
.っ
た
よ
う
'に
、.
社
会
主
義
と
資
本
主
義
^
の
闘
争
で
勝
敗
が
い
ず
れ
に
帰
す
か
の
問
題
は
結
局
の
と
こ
ろ
労
働
生
産
性 

を
高
め
る
問
題
で
あ
る」

。「

全
体
と
し
て
み
る
な
ら
、
そ
し
て
長
期
に
み
る
な
ら
、
技
術
の
.進
歩
、.
工
具
の
改
革
が
：労
働
生
産
性
向
上
の
基
本
的 

原
因
で
あ
る」

。
.

「

わ
た
し
は
定
義
を
下
す
こ
と
に
時
間
を
か
け
よ
う
と
は
思
わ
な
い
が
、

わ
た
し
は
生
産
力
派
で
あ
る」

(「

社
会
主
義
経
済
論」

講 

義
ノ

ー

ト)

。「

生
産
力
は
た
え
ず
発
展
す
る
の
で
、
分
配
の
差
異
は
し
だ
い
'に
縮
小
し
て
い
：る
、(

労
働
の
差
異
も
し
だ
い
に
縮
小
し
て
い
る)

。
.だ
が
こ 

ん
に
ち
は
等
級
比
例
を
強
調
す
べ
き
で
、
移
行
は
.一
歩
一
歩
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
は
か
た
め
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
強
調
す
ベ
き
で
、
 

移
行
を
強
調
す
べ
き
で
は
な
い
。
労
働
に
応
ず
る
分
配
を
か
た
め
る
こ
と
は
つ
ま
り
、
平
均
主
義
に
反
対
す
る
こ
と
で
あ
り
、
，そ
れ
を
発
展
さ
せ 

る
と
い
う
こ
と
は
、
労
働
に
応
ず
る
分
配
の
拡
大
を
さ
す
。：
.：…

解
放
後
の
十
三
年
は
つ
ね
に
平
均
主
義
の
偏
向
が
あ
っ
た
。…
…

も
っ
と
も
合 

理
的
な
の
.は
、
労
働
に
応
ず
る
分
配
で
あ
り
、
不
平
等
の
平
等
を
み
と
め
る
こ
と
で
あ
■る
。
，こ
の
よ
う
な
不
平
等
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
保
護
す 

る
こ
と
、
こ
れ
が
法
的
権
利
で
あ
る
。」

こ
れ
に
対
す
る
批
判
は
き
わ
め
て
多
勢
な
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
論
点
は
、
'
⑴
す
で
に
述
べ
た
過
渡
期
理
論
の
論
点
が
ら
前
節
の
利
潤
指
標 

の
論
理
を
批
判
す
る
、
そ
の
深
化
と
し
て「

党
は
人
の
要
素
第
1
で
あ
る」

'(

毛
沢
東)

と
生
産
_
係
の
人
の
側
面
の
優
越
性
強
調
、

⑵
利
潤
指
標 

の
意
味
を
即
"
金
銭
万
能
思
想
"
と
結
び
つ
け
、「

利
潤
原
則」

に
よ
る
社
会
：主
義
企
業
と
資
本
主
義
企
業
と
の
同
一
視
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て 

反
論
す
る
。「

社
会
主
義
企
業
の
三
大
任
務
、
.人
材
を
つ
く
り
、
.製
品
を
つ
く
り
、
経
験
を
つ
く
る」

課
題
を
実
現
し
、「

ひ
じ
ょ
ぅ
に
戦
闘
化
し
' 

た
産
業
大
軍
を
育
て
て
こ
そ
、
社
会
主
義
の
方
向
を
堅
持
し
、
資
本
主
義
の
復
活
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
思
想
的
に
革
命
化
し
た
職
員
、
 

労
働
者
の
隊
列
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
製
品
、
経
験
が
つ
く
り
だ
さ
れ
る
。…

…

し
た
が
っ
て
企
業
評
価
、の
基
準
か
ら
す
る
と
、
利
潤
は
社
会
主 

義
経
済
に
お
い
て
は
、
け
う
し
.て
最
優
先
の
地
位
に
お
く
わ
け
に
は
.ゆ
が
な
い」

(

古
文
学「

孫
冶
方
の
利
潤
最
優
先
論
を
批
判
す
る」

「

光
明
日
報」
一
 

九
六
六
年
八
月
二
八
日)

。「『

大
衆
路
線
と
政
治
最
優
先
を
も
っ
て
客
観
的
経
済
法
聊
に
と
0-
*
で
4
わ
、

政
治
上
の
説
明
を
も
っ
て
経
済
学
上
の
説 

切
に
と
っ
て
か
え
る
こ
と
は
唯
心
論
的
観
念
で
あ
る』

_と
す
る
の
は
、
政
治
エ
作
が
生
命
線
だ
と
す
る
毛
沢
東
思
想
に
反
対
の
反
動
的
犯
罪
的
意 

図
で
あ
る」

。「

利
潤
優
先
思
想
は
資
本
主
義
の
姿
に
な
ら
っ
て
、
我
が
国
の
国
民
経
済
全
体
の
社
会
主
義
的
計
画
経
済
を
根
本
的
に
破
壊
し
よ
ぅ 

と
す
る
も
の
で
あ
る」

。「

孫
冶
方
の
労
働
報
酬
の
等
級
比
例
論
は
、
三
つ
の
差
異
へ
都
市
と
農
^
、.
頭
悩
労
働
と
肉
体
労
働
、

工
業
と
農
業)

を
な
く 

す
と
い
ぅ
蕋
本
方
針
を
否
定
し
、
賃
金
格
差
を
大
き
く
し
て
、
特
権
階
層
を
つ
く
り
、
修
正
主
義
を
ぅ
み
だ
し
、
資
本
主
義
を
復
活
さ
せ
る
も
の 

で
あ
る」

(

柴
茂
浜「

孫
冶
方
の
反
革
命
•
修
正
主
義
の
経
済
辋
領」

大
公
報
、'
一
九
六
六
年
八
月
八
日)

。

「

過
渡
期
理
論」

は
、

こ
れ
ら
に
代
，表
さ
れ
る
多
数
の
孫
冶
方
批
■

に
み
ら
れ
る
よ
ぅ
に
、

基
本
的
に
社
会
主
義
経
済
を
対
象
と
す
る「

社
会 

主

義

経

済

学

」

，
の

成

立

，，

体

を

否

定

す

る

"革
命
の
論
理
.
"に
展
開
し
た
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命(

政
治
革
命)

：，
が
生
起
し
た
の
も
、
中 

国
が
社
会
主
義
革
命
と
し
て
で
な
し
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
が
社
会
主
義
^
罾
に
転
化
す
る
人
民
民
主
主
義
革
命
ー「

新
民
主
主
義
論」) 

に
よ
っ
て
社
会
主
義
経
^
®
設
に
入
っ
.

た
こ
と
、
そ
の
後
の
建
設
過
程
で
、
社
会
的
生
産
力
の
低
位
を
ヵ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
反
帝
反
封
の
統
一 

戦
線
を
く
ん
だ
.

「

民
族」

資
本
を
否
定
せ
ず
、
.買
戾
し
政
策
を
と
り
国
家
資
本
主
義
企
業
形
態
と
し
て
利
用
し
、
.
又
、
定

息(

利
子)

と
し
て
不
労 

「

社
会
主
義
経
済
学」

の
対
象
と
方
法
㈡

.
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収
入
を
の
こ
し

八
割
を
，占
め
る
農
村
人
口

，(

零
細
経
営
か
ら
集
団
化
し
、電
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
..の技
術
体
系
が
大
経
営
シ
ス
テ
ム
に
、変
^
し
え

た
と
は
い

え
な
い
.段
階
で
の
、
社
会
化
意
識
の
未
熟
な
生
活
水
準
も
高
.く
な
い
，、
し
か
..も
、
：
.
小
規
模
な
私
有
地
も
も
つ
農
民)

の
社
会
主
義
的
計
画
経
済
へ
の
導
入
の
困

.難
さ
等
.々
、
古
典
的
命
題
が
想
定
し
た
プ
ロ
.独
裁
の
確
立
し
た
.「

社
会
主
義
経
済J

か
ら
の
距
離
を
示
す
。
不
十
分
な
。フ
ロ
.権
力
の
下
で
の
統 

一
■

戦
線
に
ょ
る
中
国
社
会
#
義
建
設
の
具
体
的
要
因
か
^
文
革
が
説
明
さ
れ
る
が
、'
そ
れ
は
、■
.「

過
渡
期
理
論」

形
成
の
論
理
的
背
景
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
⑴
す
べ
て
の
社
会
主
義
経
済
於
、
現
段
階
に
お
い
て
、：.
世
界
資
本
主
義
経
済
の「

弱
き
環」

か
ら
生
成
す
る
と
す
れ
ば
、
多
か
れ
少
か

れ
、
.移
行
の
初
期
段
階
で
は
ゾ
社
会
主
義
建
設
に
入
る
諸
国
の
中
に
後
進
的
要
因
が
内
在
す
る
こ
と
は
必
然
的
で
あ
る
。
⑵
そ
し
て
、
.生
産
手
段

の
社
会
化
の
，程
度
が
低
位
で
、

集
団
的
所
有
が
多
か
れ
少
か
れ
自
留
地
其
他
の
ょ
ぅ
な
小
私
有
部
分
を
残
し
て
い
る
の
が
ー
般
で
.あ

る

と

す
れ 

.

. 

.

.

.

ば
、S

全
人
民
的
所
有
、
集
団
的
所
有
、
小
私
有
並
存
の
段
階
、S

前
一
一
者
、

S

社
会
主
義
段
階
の
単
一
所
有
制
の
三
つ
の
段
階
が
想
定
さ
れ
る

が
、
社
会
主
義
的
生
産
関
係
に
お
け
る
"
私
的
要
因
の
残
存
"
は
、
そ
の
経
済
の
社
会
主
義
的
性
格
に
影
|
1を
与
え
ぅ
る
が
。
生
産
関
係
の
把
&
の

か
ら
、
社
会
主
義
経
済
を
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
.過
渡
期
と
と
ら
れ
る
論
理
に
立
っ
'て
、
す
な
わ
ち
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
権
利
を
、

残
存
す
る
商
品
交
換
の
反
映
と
み
、そ
れ
を
資
本
主
義
経
済
か
ら
、共
産
主
義
.へ
の
移
行
の
"
過
渡
期
に
お
け
る
遺
制
"
と
措
定
す
る
と
し
て
も
'

"
社
会
主
義
経
済
へ
-移
行
後
の
‘生
産
物
は
、
.
本
来
的
な
、
.狭
義
の
経
済
学
が
分
析
の
エ
レ
メ
ン
タ
ー
ル
な
も
め
と
し
て
措
定
し
た「

胄
ロ
⑽」

で
あ

る
"
と
は
原
則
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
。
商
品
生
産
•
価
値
法
則
は
本
来
私
的
所
有
と
社
会
的
分
業
に
依
拠
し
て
の
み「

l^
li」

と
し
て
成
立
し

ぅ
る
。
ラ
ン
ゲ
の
四
つ
の
経
済
法
則
、

一
般
性
と
特
殊
性
.の
解
明
の
是
非
を
い
わ
ず
と
も
、
資
本
主
義
的
所
有
の
み
な
ら
ず
小
私
有
の
下
に
分
散

し
て
自
由
市
場
を
前
提
に
生
産
し
て
い
る
条
件
も
な
い
、
否
そ
の
.根
拠
自
体
の
揚
棄
を
も
っ
て
論
理
的
に
成
立
す
る
社
会
主
義
経
済
に
厳
密
な
意

味
で
の
商
品
生
産
の
存
在
は
あ
り
え
な
い
。
所
有
の
ニ
形
態
、.
残
存
す
る
小私

有
-""-

~

初
級
市
場
か
ら
で
な
く
、
.

「

商
品」

*

価
値
法
則
の
残
存

を
遺
制
と
し
て
説
明
す
る
た
め
に
は
社
会
主
義
経
済
の
段
階
に
お
い
て
、
生
産
物
が「
価
値
形
態」

を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
す
る
根
拠
は
何
に

お
か
れ
る
か
'
他

方

「

つ
ま
ず
き
の
石」

は
い
つ
か
と
り
さ
ら
れ
て
、
商
品
生
産
ぬ
き
の
価
値
法
則
論
•
経
済
核
算
の
た
め
の
価
値
法
則
と
し
て

社
会
的
労
働
配
分
の
法
則
に
お
き
か
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
生
産
手
段
の
私
有
を
捨
象
し
た
，.
"価
値
法
則
"
の
利
用
の
下
で
、
国
営
企
業
の
生 

産
物
も
、
な
ぜ
使
用
価
値
と「

価
値」

と
の
統
一
物
で
あ
り
う
る
の
か
。
所
有
主
体
の
転
換
の
背
景
に
企
業
の
独
立
採
算
制
、
自
主
性
の
強
化
を 

お
き
か
え
る
こ
と
は
、
生
産
関
係
視
点
捨
象
、
使
用
価
値
生
産
一
般
の
た
め
の
社
会
的
労
働
の
配
分
論
と
軌
を
ー
に
す
る
。
社
会
主
義
経
済
の
特 

質
と
し
て
、
共
産
主
義
経
済
へ
の
移
行
時
に
、
そ
の
法
則
性
の
始
動
の
後
に
も
残
存
す
る
資
本
主
義
の
遺
制
と
し
て
、
商
品
生
産
•
価
値
法
則
を 

措
定
す
る
人(

々
の
'
価
値
法
則
の
理
念
は
、
さ

き

に「

価
値
法
則
と
価
値
規
定」

：
と
を
お
き
か
え
る
と
と
に
よ
っ
て
、
利
潤
導
入
論
に
表
現
さ
れ 

る

"
新
し
い
経
済
理
論
の
復
興
"
の
方
向
に
、
社
会
主
義
的
生
産
関
係
を事

#
;

上
落
し
た
〃
俗
流
経
済
学
"
出
現
の
可
能
性
を
招
い
た
人
々
の
有 

す
る
理
念
と
の
本
質
的
な
相
違
は
明
ら
か
で
な
く
な
る
。

古

文

学

他

の「

過
渡
期
理
論」

の
展
開
者
.は

"
利
潤
指
標
を
唯
一
至
上
の
も
の
と
す
る
主
張
"

(

そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
不
明
で
も
あ
る 

が)

を
対
象
に
痛
烈
な
批
判
を
行
っ
て
い
る
が
、

^
豸
に
よ
っ
て
は
階
級
闘
争
的
面
と
同
時
に
、
生
産
関
係
の
把
握
の
仕
方
の
ち
が
い
に
基
き
、
 

ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
権
利
、
物
質
的
刺
激
を
局
限
さ
れ
る
も
の
と
し
.て
肯
定
し
て
お
り
、
社
会
的
生
産
力
を
ひ
き
上
げ
る
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
を
//
人
"
の 

面
、
革
命
的
体
験
に
求
め
.る
共
産
主
義
的
教
育
の
一
面
的
主
張
だ
.け
で
は
計
画
経
済
を
実
現
出
来
な
い
こ
と
も
認
め
て
い
る
。
文
化
大
革
命
の
か 

げ
に
う
す
れ
ズ
い
る
が
、

一
九
六
六
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
、
第
三
次
五
ヶ
年
計
画
は
、
設
計
革
命
、
_技
術
革
命
、
管
理
革
命
を
か
か
げ
て
お
り
、
 

文
化
革
命
の
収
拾
と
共
に
こ
.の
，五
ヶ
年
計
画
を
契
機
に
核
実
験
可
能
.な
水
準
を
背
景
.に
、

中
国
経
済
の
質
が
〃
規
模
の
巨
大
化
、
.経

済

連

関

の

.
複
 

雑
化
、
科
学
的
技
術
進
歩
の
急
速
化
"
.の
方
向
べ
転
換
し
う
る
の
で
■あ

っ

て「

過
渡
期
理
論」

'に
立
.っ
て
、
現
段
階
で
文
化
大
苹
命
，は
必
然
で
あ 

る
と
同
時
に
，2;
続
革
命
論)

、
そ
の
結
果
プ
ロ
-.
-独
裁
強
化
、
.
.企

業

の「

革
命
化」

、‘
資
本
主
義
的
遺
制
の
払
拭
の
方
向
、、つ
.け
が
打
ち
出
さ
れ
得
れ 

ば
、
，ま
す
ま
す
労
働
生
産
性
向
上
の
方
向
べ
.む
け
て
の
"技
術
的
、
量
的
次
元
〃
で
の
計
画
立
案
、
実
施
の
要
請
等
〃
局
限
さ
れ
た
仕
方
"
で
あ 

る
に
せ
よ
、
新
経
済
政
策
的
政
策(

生
産
力
視
点)

が
政
策
上
の
切
実
な
課
題
と
し
て
日
程
に
上
る
に
至
る
の
で
は
か
い
だ
ろ
う
か
。
"
三
つ
の
差 

異
"
の
消
滅
も
、
そ
の
時
に
.教
育
に
よ
る
意
識
の
変
化
に
よ
っ
て
.の
み
な
ら
ず
、
生
産
力
発
展
に
よ
る
物
的
変
化
を
も
.っ
て
そ
の
基
盤
を
失
う
。

「

社
会
主
義
経
済
学」

の
対
象
と
方
法
㈡ 

, 

ニ

ー
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「

過
渡
期
理
論」

の
階
級
闘
争
の
侧
面
の
強
調
さ
れ
る
現
段
階
に
あ
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
点
を
見
落
す
と
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
い
み
で 

や

は

り「
過
渡
期
理
論」

は
す
ぐ
れ
て
〃
政
治
経
済
狸
論
"
た
る
.を
失
わ
な
：い
も
の
で
あ
る
。

.

.

著
名
な
中
属
の
ソ
ビ
_ェ
ト
批
判
論
稿「

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
.のH

セ
.共
産
主
義
と
.そ
の
歴
史
的
教
訓——

九
た
.び
ソ
共
中
央
委
公
開
状
を
評
す
I

J
 (

人
民
日 

報
部
訳「

世
界
政
治
資
料」

一
九
七
号
、

一
九
六
四
.年
八
月
二
十
日
.

)

..の
論
拠
、
更
に
--
れ
を
背
景
に
行
わ
れ
た
我
が
国
の
"中
ソ
論
争
"(

後
記)

の
対
立
' 

点
の
基
礎
に
共
通
し
て
‘存
在
す
る
も
の
は
、
ソ
、ビ
へ
ェ
ト「

社
会
主
義
経
済
学
1
の
対
象
の
認
識
と
方
法——

社
会
主
義
経
済
の
定
式
化
と
、
所
有
間
係
の
捨
象 

ン

(

生
産
手
段
の
社
会
化
の
法
的
把
握
と
実
体
的
把
握
の
，す
れ)

、
生
産
力
視
点
に
立
つ
、
い
わ
ば
投
入
•
産
出
分
析
的
手
法
の
導
入(

私
的
所
有
の
揚
棄
に
よ
る 

.階
級
消
滅
.の
.結

果「

経
済
学
批
判」

は
不
要
と
な
る)

——

に
対
す
る
、
前
述
し
た
中
国
の
、
生
産
関
係
の
変
革(

社
会
主
義
的
所
有
へ
の
転
化)

把
握
の 

独
自
的
方
式
に
よ
る
、
"社
会
主
義
経
済
の
過
渡
期
的
性
格
.
国
家
権
力
の
変
質
と
.資
本
主
義
復
活
の
可
能
性
"
の
認
識
と
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
分
析
方
法 

〈
「

社
会
主
義
経
済
学」

な
ら
ぬ
、「
社
会
主
義
政
治
経
済
理
論」

な
い
し
、「

連
続
革
命
の
理
論」〉

の
相
違
に
4
る
と
思
わ
れ
，る
。
い
わ
ば
社
会
主
義
経
済
を 

.

対
象
と
し
た
独
立
し
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
国
家
権
力
、
.階
級
闘
争
を
直
接
包
括
し
か
い「

経
济
学」

へ
そ
の
，!%
の
の
存
立
自
体
が「

修
正
主
義」

.
⑽
で
あ
り
、
常 

に
.

「

政
治
が
最
廢
先」

し
、：
経
済
理
論
土
の
学
術
的
論
争
；
対
立
が
、
国
家
権
力
の
具
体
的
存
在
自
体
と
即
自
的
に
対
応
し
て「

反
革
命
J 

I
失
脚
と
結
び 

つ
き
ぅ
る
基
礎
が
、
方
法
自
体
の
中
に(

政
治
革
命
途
上
で
あ
る
こ
と
と
は
別
に)

存
在
す
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
方
法
論
上
の
相
違
の
基
盤 

を
中
国
の「

過
渡
期
理
論」

の
性
格
分
析
か
ら
ひ
き
出
し
て
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
理
論
的
対
立
点
の
か
み
あ
い
を
可
能
に
し
、
こ
れ
ら
の
収
獲
を
ふ
ま
え
て 

;更
に
討
論
を
よ
り
生
産
的
に
展
開
せ
し
め
ぅ
る
の
で
は
な
：い
が
と
思
.わ
れ
る
。

:

.

0岡

稔「

ソ
速
に
資
本
主
義
は
復
活
し
た
か」

「

ェ
コ
ノ
ミ
ス
ト」

一
九
六
四
年
ナ
爿
六
日
号
.

0

副
島
種
典「

ソ
連
に
お
け
る
社
会
主
義
発
展
の
停
滞——

岡
論
文
を
批
判
す
る」

「

ェ
コ
ノ
ミ
ス
ト」

同
十
！

ー，ナ
七
日
号 

0
山
内
ー
男
''
-
'

「

社
会
主
義
社
会
を
ど
ぅ
認
識
す
る
か——

岡

./
副
島
論
文
'に
関
^
し
て——

」
「

ェ
：
コ

ノ

、

'、
ス
ト」

同
十
ー
月
ニ
十
四
日
号 

.
0岡
稳「

再
び『

ソ
連
の
資
本
主
義
復
活』

論
議
に
よ
せ
て
I

副
島
•
山
内
両
氏
の
批
判
に
答
え
.る——

し「

ェ
コ
ノ
ミ
ス
ト」

同
十
二
月
八
日
号 

o
池
田
穎
昭「

社
会
主
義
は
逆
転
す
る
か
^

—
「

ソ
連
の
資
本
主
義
復
活」
論
議
に
よ
せ
て一

J
「

ユ
コ
ノ
ミ
ス
ト」

一
九
六
五
年
二
月
九
日
号 

o
木
原
正
雄「

社
会
主
義
経
済
と
利
潤」

——

'「

ソ
連
の
資
本
主
義
復
活
論
議
に
よ
せ
て
-—

」

.「

ェ
コ
ノ
ミ
ス
ト」

同
三
月
九
日
号 

0
山
下
竜
三「

申
国
の
経
済
建
設
と『

利
潤』

論
争_

「

ェ
コ
ノ
ミ
ス
ト」

同
三
月
三
十
日
号
。

' (

注
1)

(「

旧
社
会
と
は
異
っ
て
い
る
が」)

「

社
会
主
義
社
会
に
お
いV

も
基
本
的
な
矛
盾
は
、
や
は
り
生
産
関
係
と
生
産
力
と
の
間
の
矛
盾
で
あ
り
、
上
部
構 

造
と
経
済
的
土
台
と
の
矛
盾
で
あ
る
。
•：
：
•社
会
主
義
の
生
産
関
係
は
す
で
に
確
立
さ
れ
、
そ
れ
と
生
産
.の
発
展
と
は
互
い
に
照
応
し
あ
.つ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
ま
だ
き
わ
め
て
不
完
全
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
不
完
全
な
面
と
生
産
力
の
発
展
と
は
や
は
り
矛
盾
し
あ
っ
て
い
る
。…

..

…

：
階
級
闘
争
は
ま
だ
完
全
に
は
お
わ 

っ
て
い
な
い」

(

毛
沢
東)

。
こ
れ
はr

社
会
主
義
的
所
有
制
の
完
成
の
の
ち
に
.お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
間
の
階
級
闘
争
の
理
論」 

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

毛
沢
東「

人
民
内
部
め
矛
盾
の
正
し
い
処
理
の
問
題
に
つ
い
て」

現
存
す
る「

二
つ
の
社
会
的
矛
盾」

.の
ぅ
ち「

勤
労
人
民
の
間
に
あ
っ
て
は
、
人
民
内
部
の
矛
盾
は
非
敵
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
被
搾
取
階
級
と
搾
取
階
級
と 

の
間
に
あ
っ
て
は
、
敵
対
性
の
一
而
が
あ
る
ほ
か
に
、
非
敵
対
性
の
一
面
が
あ
る
。…

…

わ
が
国
で
は
労
働
者
階
級
と
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
矛
盾
は
人 

民
内
部
の
矛
盾
に
属
す
る
。
労
働
者
階
級
と
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
階
級
闘
争
は
一
般
的
に
は
人
民
内
部
の
階
級
闘
争
で
あ
り
、
こ
れ
は
わ
が
国
の
民
族 

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
ニ
面
性
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」

(

注
2)

中
央
政
治
局
拡
大
会
議「

農
村
に
お
い
て
人
民
公
社
を
設
立
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
決
議」

一
九
五
八
年
八
月
。

中
央
委
員
会「

人
民
公
社
の
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
の
決
議
C
.一
九
五
八
年
ニ
ー
月
。

陸
定
一「

教
育
と
生
産
的
労
働
の
結
合
に
つ
い
て」

,
-紅
旗」

一
九
五
八
年
七
号
、「

労
働
者
農
民
の
哲
学
学
習
の
意
義」

「

学
溜j

一
 

九
五
八
年
.九
号
。
A
呉
芝
圃 

「

矛
盾
.は
社
会
主
義
社
会
の
原
動
力
で
あ
る」

(

人
民
日
報」

一
九
六
〇
年
六
月
一
四
日)

。

林
鉄「

農
村
で
社
会
主
義
•
共
産
主
義
教
育
運
動
を
深
く
く
り
ひ
ろ
げ
ょ」

「

人
民
日
報」

一
九
六
◦
年
七
月
一
三
日
。

陶

鋳「

過
渡
期
の
法
則
の
問
題
に
か
ん
す
る
討
論」

「

人
民
日
報』

一
九
六
〇
年
A
月
五
日
号
、
邦

訳「

中
ソ
事
情」

九
一
八
号
。

A
吳
璉「

社
会
主
義
社
会 

の
過
渡
的
性
質」

「

経
済
研
究」

一
九
六
〇
年
五
期
、
邦
訳
、.
山
下
竜
三
訳
，

「

中
国
研
究
月
報」

一
五
ニ
号
0「

経
済
評
論」

一
九
六
一
年
四
月
号
。

吳
敬
璉「

労
働
に
応
ず
る
分
配
の
平
等
権
利
は
，"ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
権
利
の
属
性
.を
有
し
.な
い
"
か」

「

経

済

研

究

」
1

九
六
三
年
士
一
期
。

薛
暮
橋
他「

中
国
国
民
経
済
の
社
会
主
義
的
改
造」

△
印
の
論
客
は
文
化
大
革
命
笼
*±
で

--
1批
判」

'さ
れ
た
パ 

,

(

注
3) 

_山
下
苊
三「

中
国
に
お
け
る
最
近
の
：経
済
論
争」

.

I

:

「

利
潤
導
入」

論
を
中
心
に——

、；
中
国
研
究
月
報
ニ
〇
三
号
、

一
九
六
五
年
一
月
号
。

(

注
4)

；
管
沼
正
久「

中
国
に
お
け
る
過
渡
期
理
論
の
：展
開」

同
ニ
〇
八
号
、：
ー
九
六
五
年
六
月
号
。

(

注
.
5)

：
福
島
裕「

中
国
社
会
主
義
企
業
の
.

「

革
命
化」

同
二
.

(

注
6)

，

拙
稿
、「

第
三
次
五
ケ
年
計
画
に
入
っ
た
中
国
経
済」

「

国
際
問
題」

一
九
六
六
年
一
一
.月
号
。
，

(

法
？)

米
沢
秀
夫
.

」「

社
会
主
義
の
も
と
で0商
品
生
産
と
価
値
法
則」

同
ー
'三

？
号
、
'
ー
九
六
六
年
七
月
号
。

(

注
S

V
副
島
種
典
ー
社
会
主
義
社
会
め
逦
渡
的
性
格
に
つ
い
て
し
^
思
想
し
ー
九
六
十
午
ニ
月
号

,-
°

. 

■:

「

社
会
主
謙
済
学」

の
対
象
と
方
法
㈡ 

二

三

(

一一i

一

)



杉
野
明
夫「

社
会
主
義
社
会
の
過
渡
的
性
格
を
.め
ぐ
0
_て
ト「

研
究
と
資
料」

：第「

四
号
、:.「

.九
^

山
内
一
男「

■
■社
会
主
義
の
過
渡
的
性
格
に
つ
い
て——

副
島
氏
の
見
解
に
対
す
る
疑
問
の
提
起卜

.」.
(；

一
橋)

「

経
済
研
究」

第
一
三
卷
第
四
号
、

一
九
六
ニ 

年
.一.ニ
月
。
.'
''::.'':

'

■

:

 

r:
 

' 
.

同

「

中
国
に
お
け
る
過
渡
期
の
理
論」

.「

世
界
経
済
評
論」

'ー
九
六
三
年
九
月
号
。
.'丨

 

•

 

木

原

正

雄.

『

社
会
主
義
社
会
の
.性
格
に
：つ
い.て」

.「

経
済
論
叢」

.第
九
三
卷
第
六
号
。
:.
:

同

「

社

会

主

義

の

も

と

で

の

階

級

闘

争

」，，「

経

済」

，
：一

九

六

六

年

I
.

一
，
月

号

。
，

：

福
島
正
夫
，

「

中
ソ
論
争
と
過
渡
期
国
家
の
理
論
-—

と̂
く
に
過
渡
期
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
に
,つ
い
て
—

J.「

ア
ジ
ア
経
済
旬
報」

六
一
七
号
。

(

付
記)

：
本
稿
は
経
済
理
論
学
会
報
告
'(

於
大
阪
市
立
大
学)

'「

過
渡
期
の
理
論
に
つ
い
て」

(
一

九
六
五
年
十
月)

の
論
旨
：で
あ
る
。
当
初
同
年
末 

の
東
大「

淹
洋
文
化
研
究
所
紀
.要」

'.
第
四
十
冊
に
掲
載
の
予
定
で
，ぁ
っ
た
が
、
中
国
の
事
態

.の
変
化
匕
基
づ
き
、
福
島
正
夫
教
授
の
御
好
意
に
よ 

っ
て
取
下
げ
さ
せ
て
い
た
♦た
き
、
改
め
て
本
題
の
論
稿
の一.

部
に
組
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。'

タ
ン

く

ゲ
一一

ン
グ
と
賃
金
の
平
準
化

佐

野

陽

子

は

し

が

き
 

‘

第
.一
節
労
働
市
場
の
機
能
と
賃
金
決
定

第
二
節
パ
タ
ン
•
パ
I
ゲ
ニ
ン
グ
の
構
造

第
三
節
パ
タ
ン
.
、パ
iv
 

一
 r

シ
グ
と
賃
金
の
平
準
化

む

す

び

：
 

，

:

はし.
がき

♦ 

.

.

.

.

.

.

.

フ
ラ
シ
ク
.C•

ピ
ア
ソ
ン
は
、
か
つ
て
、
そ
れ
ま
で
の
賃
金
研
究
で
あ
ま
り
扱
わ
れ
な
か
っ
た
重
要
な
問
題
と
し
て
、
三
つ
の
点
を
指
摘
し
た
。
 

す
な
わ
ち
、
⑴
賃
金
決
定
の
い
ろ
い
ろ
な
選
択
と
、
労
働
者
紅
織
や
経
営
者
組
織
の
政
策
や
活
動
と
は
ど
の
.よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
'か
、
⑵
さ
ま 

ざ
ま
の
賃
金
の
諸
関
係
は
、
何
故
、
.特
定
の
.パ
タ
ン
を
想
定
す
る
の
だ
ろ
う
か
フ
⑶
賃
金
の
諸
関
係
が
化
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

.

(

注)

，
 

.

.、

.’

 

-
'

で
あ
ろ
う
か
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
賃
金
の
諸
関
係
と
は
、
各
種
労
働
者
グ
ル
ー
プ
間
の
賃
金
め
.つ
な
が
り
の
こ
と
で
あ
る
こ
の
賃
金
'の
つ 

な
が
り
.は

、

現

代

社

会

，に

.お
い
て
大
き
く
分
け
る
と
一
.一
つ
の
面
が
あ
り
、.

そ
れ
ぞ
れ
の
制
約
を
受
け
て
い
る
。.
便

宜

的

に

言

え

ば

、
：
企
業

^

の
賃

パ
タ
ン
•
バ
I
ゲ
ニ
ン
グ
と
賃
金
の
平
準
化 

'

 

ニ

五(

彐
七
五〕


